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平成２５年第３回豊能町議会定例会会議録（第３号） 

 

年 月 日 平成２５年６月５日（水） 

場 所 豊 能 町 役 場 議 場 

出 席 議 員 １４名 
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      １１番 平井 政義     １２番 高尾 靖子 

      １３番 西岡 義克     １４番 川上  勲 

 

欠 席 議 員 ０名 

 

地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお

りである。 

町 長  田中 龍一      副 町 長  中井 勝次 

教 育 長  石塚 謙二      総 務 部 長  内田  敬 

生活福祉部長  木田 正裕      建設環境部長  石田  望 

上下水道部長  高  秀雄      教 育 次 長  今中 泰行 

消 防 長  西本 好美      会 計 管 理 者  川上 和博 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  乾  利昭      書 記  杉田 庄司 

書 記  高橋 欣也 
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議 事 日 程 

平成２５年６月５日（水）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 
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開議 午前９時３０分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。

定足数に達しておりますので、これより本

日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  先日に引き続き、順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇して質問を行

ってください。 

  緑豊クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ただいま議長より御指名をいただきまし

た緑豊クラブの西岡でございます。これよ

り、一般質問をさせていただきたいと思い

ます。 

  その前に、今回、中井勝次副町長、そし

て石塚謙二教育長、御就任賜りまして、こ

れからは豊能町のあしたに向けて、ともに

頑張っていきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

  きのうはダイオキシンの問題がかなり出

ましたので、私は教育問題のほうから入っ

ていきたいと思います。 

  きのうは全く石塚教育長が登壇がなかっ

たということで、非常に寂しい思いをされ

ておるのではないかということで、教育問

題から入っていきたいと思います。 

  土曜日の取り組みについてということで

ございまして、これは教育長よく御存じの

ように、学校週五日制から出てきて、土曜

日を学校から家庭に返そうということで、

家庭教育の充実も含めて、親の教育力を高

めようということで進んだものではないか

なと思っておるわけですけども、私も教育

長の部屋には二、三度お邪魔しておりまし

て、教育長、豊能町の中を東奔西走いろい

ろと見ていただいたと思いますので、まず

その豊能町の中の状況について、何か思う

ことがありましたら、まずお答えいただき

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  就任以来２カ月が過ぎました。ありがと

うございます。 

  私、あちらこちらの学校を訪れたり、あ

るいは校長、教頭などとの協議の中で思っ

ておりますのは、保育所、幼稚園、認定こ

ども園、そして小学校、中学校においてそ

うした取り組みが行われておるんですけれ

ども、管理職や主席教諭などが、適正にと

いいますか、献身的にその学校等の経営に

取り組んでおられるという思いがいたしま

す。 

  それから、ベテランの職員を中心にしな

がら、比較的少人数の学校が多いというこ

ともありますので、丁寧な指導が行われて

いるというふうに感じてました。 

  また、きのうの吉川小学校のテレビ番組

でもありましたように、サポートやボラン

ティアの方が大変豊かであるという側面も

感じまして、そういう教育の全体的な質の

高さを感じております。 

  私とすると、そうした中で、そうしたこ

とを基盤にいたしまして、学校などでやは

り一番大切にしなくちゃいけないと思うの

は、子どもたちにとってよりわかりやすく、

これからの世の中を生きていくための生き
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る力を確実に培うこと、こういうとこが重

要だと思いますので、学校教育等に関して

言えば、そうしたことには力を入れていき

たいというふうに考えております。 

  以上でございます。ありがとうございま

した。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、たまさか生きる力ということが出て

きたんですけども、以前にお邪魔したとき

にも申し上げましたように、豊能町は非常

に教育熱心な町で、御存じのように全国の

学力テストでも、大阪府下、中学校はナン

バーワンということで、小学校はナンバー

ツーと。箕面市は逆に小学校がナンバーワ

ンで中学校がナンバーツーということで、

豊能町と箕面市で大阪の１・２位を占める

という、非常に保護者の方々も、非常に教

育熱心なことを示しているのではないかな

という気がいたします。 

  今、平成２３年度、２４年度に新学習指

導要領といいますか、学習指導要綱が改訂

されまして、非常に授業時数がふえたとい

うことで、逆に土曜日が休みになったとい

うことで、結果その授業時数が非常に不足

しているのではないかな。先生が教えるの

にしんどいんちゃうかなというようなこと

で、多少混乱が来しているあれがあるのか

なということも思うんですけども、現在学

校教育法の中で、週五日制の運用と、土曜

日の運用という形で、授業をいろいろされ

ているとこもあるやに聞いております。東

京あたりはもう早くから、土曜、授業をか

けてやっていると。この間、何月でしたか

な。大阪市のほうも土曜日を授業をやって

いこうということでやっておりますんです

けども、もうそろそろ、この学校教育法の

見直しみたいなものがあるんじゃないかな

というふうな気がするんですけれども、教

育長は中央におった方なので、その辺の動

向がもしあるようでしたら、ちょっと教え

てほしいんですけど。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  教育振興基本計画というのが、教育基本

法に基づいてつくられるわけでございます

が、その第二期の答申が過日示されました。

しかし具体的にその中で、土曜日を授業日

にするといったような明確なコンセプトは

述べられてないように思いますので、すぐ

さまそれが改定されるというふうには、ち

ょっと私自身としては思っていないとこで

ございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  この私の質問の中に、学力の低下の原因

は何かということ書いてますけど、私はま

さにこの週五日制が、非常にこの学力の低

下を来したと、私は思っております。こん

なことで、私学と公立の差も物すごく出て

きました。これはやっぱり週五日制の中で

土曜日を、もうその授業をやろうと、やっ

てるとこはぐんぐん伸びたというようなこ

とで、いっときは私学志向ということも出

てきたわけでありまして、土曜日も日曜日

も授業をやろうというようなとこまで出て

きて、大変な状況になってきておるんです

けども、ただ私は、じゃあ真の学力って何

やねんということも、その週五日制の中で

いろいろ勉強させていただいたわけですけ

ども、ただ知育だけがその学力なのかとい

うことなんですけども、私は知・徳・体、

これのバランスのとれた教育が、本当の真
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の学力であろうと。その中で今、教育長が

言われた、やはり生きる力。どう生きてい

くかと。真に生きるということはどういう

ことなのかということもきちっと勉強する

ことが、本当の真の学力ではないかなと思

っておるんですけども、教育長の考えはど

うですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  学力低下という課題をお示しになったわ

けですが、御存じのように国際比較などで、

わが国がどういう状況なのか。いろいろな

データが出ておるわけですけども、２００

９年までのデータを見てみますと、一概に

全体的に学力が低下しているというふうに

はどうも言えないと思われます。ただし、

活用する力とか応用する力がどうも弱いの

ではないかという指摘がなされておりまし

て、これについては何らかの原因があると

思うんですけども、それが指摘されており

ます。 

  それから、議員がおっしゃった大阪にお

いてこの地区のレベルといいますか、そう

したことに関しても、平成２４年度の学力

状況調査によりますと、全国平均に同程度

か上回る程度の成績をおさめているという

ことでございますので、豊能町はこの地域

においては学力低下というふうには当たら

ないと思います。ただし、自分の、例えば

国語の中で、自分の意見をまとめるですと

か、あるいは学習への興味・関心や規範意

識みたいなものに関しては課題があること

が明らかになっております。そうしたこと

を踏まえて、それからもう一つですが、先

ほどちょっと触れましたが、第二期の教育

振興基本計画の中で、四つの基本的方向性

を述べています。その中で、１番目に書か

れていることが、社会を生き抜く力の養成

と。つまり変化の激しいこの社会の中で、

子どもたちが自立して生きていくという力、

みんなと力を合わせて生きていく力、こう

したものを高めていかなきゃならないこと

が述べられております。そうしたことから、

学力ということに関して言えば、議員のお

っしゃるとおり、子どもたちがどのような

力を、これから子どもたちが身につけてい

くのかということ、つまりはこの厳しい社

会をどう生きていくのかということも考え

ながら、教育を進める必要があると考えて

おりまして、子どもたちが興味・関心を持

って、そしてどの子もわかるというような

授業を提供し、生きる力を身につけられる

ような施策といいますか、指導行政を進め

てまいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  まさしくそういうことですね。このやっ

ぱり、私は週五日制という問題は、別に子

どもが望んでできたものではないというこ

とですね。だから教育というのは与えるこ

とがサービスなので、取り上げるというこ

とは逆効果になるわけですね。だから今、

子どもにその教育を戻さなあかんなという

ふうに思っておるわけです。 

  その中で、幸いにもこの豊能町、私は東

で、朝挨拶運動、子どもがやってますんで、

一緒に参加してますけども、その中でいろ

いろなことを聞きますと、やっぱりこの地

域の方が、いろいろその子どものことを見

てくれていると。見守り隊もあると。そう

いうとこで、やっぱり何とか地域と一体と

なって、学校とその地域と、それと家庭も

一体になってできる、その土曜日の活用が
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何かないかなというようなことを思ってる

んですけど、その辺何かあるようでしたら

教えてほしいと思いますけど。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  地域と一体ということで、吉川小学校の

きのうの例もございますように、各地域の

サポーターの方々、いろいろ活動をしてい

ただいておりまして、特にやっぱり皆さん、

子どもの授業のようなものを、教室をして

いただいている方もいますので、そういっ

た方々を講師というか、教員とともに、地

域から教えていただくというような授業も、

一つの方法かなと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私、さっきも言いましたように、この週

五日制というのは、さっきも言いましたよ

うに、子ども、学校が非常に忙しいと。だ

から子どもを家庭に帰してやろうという話

ですけども、これはもともと週休２日制か

らね、労働問題からきておるわけです。子

どもには何の関係もない。子どもに負担が

きただけの話で。じゃあ大人が休みになっ

たから子どもを休ますのかと。これは違う

と私は思う。でも、もうそうなってしまっ

た。そうすると逆に、じゃあ親と子どもが

一緒に学校に行って、土曜日に。土曜日休

みやねんから、親が。一緒になって子ども

と一緒に遊ぶなり、学ぶなりしたらどうか

ということで、例えば親と子ども、地域の

方、さっき言われた地域の人が、いろいろ

子ども相手にいろいろなことを教えてくれ

るとか、体験学習する、それも一つやし。

それと、親と子どもが行って一緒に遊ぶ、

これも一つやろうと。だから、例えば、今

その親御さん自身の、さっき教育長も言わ

れましたけども、道徳的な面が非常に欠け

ておるなと。もう自己中心的というか、相

手への思いやりとかそういうのが欠けてき

ている。それはやっぱり戦後の教育のあれ

が、道徳と言ったら、何かどうにもならん

というような感覚で物を言われる方がある

んですけども、私もＰＴＡの会長をやって

るときに、道徳はね、西岡さん、古いねと

言うわけよ。じゃあモラルがねと言ったら、

それはわかるわと。同じことですわ。道徳

なんて、持ってるか持ってへんか、程度の

差だけであって、これは人間が持って当た

り前のことなんです。そういうことをやっ

ぱり親と子ども、親のほうからそういうこ

とをせなあかんのちゃうかと。だから、親

と子どもが一緒になって、逆に家庭では家

庭の教育力がまだまだ、ちょっと心もとな

いなという状況にある中で、やっぱり学校

が協力体制をとって、だから親と子どもが

学校に来る逆の流れでやれるような方法が

ないのかいうことを思うんですね。 

  私も朝、立ってますと、子どもが言うわ

けですわ。おっちゃん、去年からね、野球

部がなくなってんと。こういうことを言わ

れるんです。何で野球部がなくなんのか。

これはやっぱり少子化の問題もありますけ

ども、地域でリトルリーグとかいろいろあ

ると。じゃあその辺を総括して、町が、や

っぱり一緒になってやれるような形ができ

ないのか。例えば、今、ボランティアでリ

トルリーグをやってる方と教育委員会が一

緒になって、多少の補助金も出しながら、

それと西と東が一緒になって、土曜日１日

運動の日とか、そういう形でやれないのか

と。その辺どうですか。予算を上げて。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  まず野球チームのほうなんですけれども、

やっぱり子どもの数が少なくなってきたと

いうことで、東西各チームございましたも

のが、今、合体して一つで頑張っていただ

いているような状況で、チームをもっと活

性化させてあげるということも一つの方法

なんですけれども、もう一つ、過去から取

り組んでましたのは、ソフトボール。小学

生のソフトボールの大会も年１回やってた

んですけれども、だんだんと出場、小学校

区ごとに出場いただくんですけれども、子

どもさんの数が少なくなってきまして、こ

れもだんだんちょっと静まりつつございま

すので、もう少し活性化できるようには、

学校のほうには働きかけてまいりたいと思

います。生涯学習のほうともまた連携して、

いい方法がないか考えさせていただきたい

と思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、今中教育次長が言われたとこで、問

題は、私は学校の先生ちゃうかなと。やっ

ぱり、その殻の中へこもったらいかんと思

います。私は朝、立たせていただいて、子

どもと挨拶運動してます。一時、教育長に

言うたことある、以前の教育長にね。それ

から二、三日、先生出てきはった。やっぱ

り先生はすごい。何ぼ私らが長いこと立っ

ておっても、先生が来たら全然違う。それ

だけ先生と子どもの信頼関係があるんです

よ。だからやっぱり、あれだけたくさんお

る先生が、例え３０分、３０分です。朝の。

朝の３０分出てくるだけで、子どものやっ

ぱり対応が全く違う。それはやっぱり先生

の先生たるゆえんで、先生というのは別に

先に生まれたから先生じゃない。子どもの

先を生きていくから、生きざまを見せるか

ら先生なんです。だからそういう先生が来

て、子どもが従順に従っていくと。私らが

何ぼ一生懸命やっても、あ、おっちゃんで

済むわけ。だけど先生はやっぱり違うんで

すよ。だからやっぱり、学校と家庭と地域

の連携という中では、わずかなことやけど、

出てくるだけでも全然ちゃうわけです。こ

の辺の、やっぱり、簡単にいつも地域、学

校、家庭の連携とか言うけども、一番でき

てないのは私は先生ちゃうかなと。一番で

きる人が先生なんですよ。だからその辺、

今後どういうふうに指導していかれるか、

ちょっとお聞きしたいと思う。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  とても意味のある提案であるというふう

に考えました。 

  かたいことを言いますと、勤務時間の問

題でありますとか、始業の時間であります

とか、そうした全体的なことを考慮しまし

て、今の提案を考えさせていただきたいと

思っております。 

  余計なことかもしれませんが、部活など

でもって相当、例えば中学校の先生は遅く

まで頑張っておられるという状況がありま

す。そういう献身的な取り組みをしている

方が多いというふうに私は思っております

ので、そうしたことについてはどうかとい

うようなことは、校長などとともに相談を

していきたいものだと思います。ありがと

うございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私が言うてるのはね、小学校の先生です
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わ。言ったら一時は来はるんですわ。だか

らもう子どもが全然違うわけです。中学校

の先生は来ませんで。小学校の先生が来る

んです。もう全然違うわけです。やっぱり

なと思う。だからやっぱり続けてほしいわ

けです。全然、そやから変わります。やっ

ぱり知育だけやのうて、やっぱり礼儀作法、

そういうのもやっぱりきちっとやったら、

もう本当にこの豊能町は教育万々歳という

町になるんじゃないかなというふうに思わ

けであります。ですから今後、そういうこ

とも、できたらその３０分、たくさんおる

先生が朝の７時３０分から８時までですわ。

３０分。何とか１人来てくれたら全然違う

から、それはできたら継続的にやってほし

いと思うんですけども、いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  私が把握しております状況では、やはり

教育長が申しましたように、教師の勤務時

間の関係もございますので、朝の取り組み

としては管理職、校長、教頭が見守りとと

もに校区内を見回ってるというのが現状で

ございます。 

  それと下校時。学年によって時間帯が異

なりますが、例えば天候が悪化する、夕立

であるとか、雷が鳴っているとか、そうい

ったときにはもう全校態勢で校区内、見送

りをやっておるというのが現状でございま

して、さらに御指摘ございましたように、

やっぱりあと、管理職以外の先生も、朝の

見守り当番ということでお願いできればと

いうことで、もう一度学校のほうには働き

かけさせていただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いや、そやから、できなかったらしゃあ

ないねんけど、今まで来てるんやから。何

ででけえへんようになってんて。子どもだ

ってやっぱり不審がりますわ。来てる先生

が来なくなったと。だから当番制にして、

たった３０分ですわ。何十人かおる先生が

当番してちょっと来てくれたら、もう全然

違うわけです。だからそれはもう言うとき

ますので、頼みます。 

  それと、やっぱり子どもというのは、や

っぱり大人が守っていくのがこれ原則であ

りまして、この前も３月に質問してるわけ

ですけども、通学路のとこにダンプカーが

入っていってるという、あれはどこまで対

応できてるのか、まずお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まずは工事関係車両からの安全対策につ

きまして、平成２４年９月以降につきまし

て、通学時間帯の朝の集団登校をしますの

で、７時４５分から８時１５分という通学

の通過のピークに関しましては、ダンプカ

ーの通行をストップということで、３０分

間は通行をとめていただきました。 

  それから、周辺の環境対策としましては、

通行車両は制限速度、１０キロ以下という

ことは厳守というところで行っておりまし

て、あと、ちょっと騒音が気になるところ

なんですけども、常々、学校行事等の教育

活動に支障があるという場合は、もうその

期間については、もう車両の通行を自粛、

それから騒音を発生させないということで、

例えば運動会であれば、ぴたっと業務をと

めていただく。それから参観日であれば騒

音が出ないように業務をとめていただくと
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いうことで取り組ませていただいておりま

す。 

  それからガードマンの取り組みについて

ですが、通学時間帯については歩道の両端

に警備をついて、しっかり見てくれという

のは常に言っておりますので、履行されて

いるかどうか、私が見に行かないとわから

ないんですけれども、きちっと警備をして

もらっているということでお願いをしてお

ります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  先ほども言いましたように、大人が子ど

もを守る、これはもう原理原則です。そう

いう原理原則が通用しない世の中になって

きたわけですわ。子どもの通学路に安全を

守るサポーターがあちこち立っていただい

ておるんですわ。もしこれで事故でも起き

たら、その方々の誠意は報いられませんわ。

事故というのは突然予期せぬときに起こる

から事故なんですわ。でもあれ見たら、可

能性が物すごく高いんですわ。起こるべく

して起こる可能性もあるわけですわ。私も

あそこ、毎日車で走ってますけど、危ない。

もうちょっと、例えば８時３０分から９時

とか。それと学校の近所で騒音させてるこ

と自身の問題がある。だからこれは教育委

員会だけやない。町長、僕ちょっと言いた

いんやけど、これは全庁挙げてやることで

すよ、子どものことは。教育問題だけじゃ

ない、これ。人命の問題になってますので

ね。これは教育委員会だけじゃないですよ。

建築のほうもそうです。建設のほうも、総

務も、全体がやっぱり豊能町の子どもをど

う守るかということですよ。これ全庁的に

取り組んでください。町長、答弁願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  確かに大きな課題だと認識しております。

教育委員会だけではなく、関係部局も含め

まして、今後検討してまいりたいと思って

おります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  この次に具体的な案をきちっと聞きます

ので、それまでにちゃんとつくっておいて

ください。本来ならすぐとめなあかんねん

けどね、これ。 

  それでは次に、ダイオキシンの問題です

けども、これはきのうからかなり質問が出

てまして、大体私も確認できたんですけど

も、ちょっと聞いておきたいと思いますが、

やっぱり取り組みの問題ですね。取り組み

と方向性の問題ですな。私はこれ、ダイオ

キシンはやっぱり、まず保管かそれとも処

理かという質問も前に出ておったですけど

も、私はこれは処理せなあかんと。過去の

ツケを次代の子どもには残してはいけない

と思ってるんですけども、それが原則やと

思ってるんですけども、町長の、もう一回、

御意見を聞きたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  処理で考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、私が言いましたが、原理原則に従っ

て、やっぱりその方向性を決めてほしいと。
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つまり原理原則というのは、いかなる時代

にも、またいかなる場所においても通用す

るのが原理原則の原理原則たるゆえんであ

りますので、だから原則的にどうやって行

くかいうことをきちっと踏まえて、やっぱ

り町長は４年間で処理する言うてるんやか

ら、これはもう絶対にやっていただかない

かんと。 

  次に、その処理について、やっぱり完全

処理ということになれば、オンサイトなの

か処理施設なのかということもあると思う

んですね。私は基本的には、やっぱり処理

施設でやるのが本来やと思ってます。それ

はやっぱり安全であり、安心であり、安価

であるということであるので、これはやっ

ぱり施設処理が原則やと思うんですけども、

町長はどうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まず、処理するということが大前提であ

るというように考えておりますので、今現

在、内部処理、外部処理、先ほどのオンサ

イト等も含めまして、今、とり得る手段に

ついて検討しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  それと、これダイオキシンというのは一

般ごみということが、非常に難しい問題が

いろいろ絡んできておるんですけども、一

般のごみということは、やっぱりみずから

の手で処理するというのが原則であります。

そうしますと、我々のごみは一般処理、ご

み処理場は国崎の処理場でやっておるわけ

です。あそこは我々のごみ処理場でありま

すから、原則としては国崎の処理場が妥当

であると思ってるんですが、実はどうです

か。認識は。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  認識といたしましては、やはり国崎のほ

うでやっていただけたらありがたいと思っ

ておりますけれども、これまでの経過等も

ございますので、今、お願いには行ってい

るところでございます。それも含めまして、

今さまざまな、とりうる方法について、今、

検討しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  これ今回の国崎というのは非常に、もっ

と難しい点は、県外との広域連合というこ

とですね。本来なら、ふつうは広域連合と

いうのは府内でやるが普通なんですけども、

県外ということで非常に難しい部分がある

と思うんですけども、これは大阪府の指導

と、大阪府が認定している広域行政であり

ますので、私はやっぱり大阪府の指導と協

力がやっぱり大切やし、これを十分に要請

していかないかんと思うんですけども、町

長の認識はどうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  おっしゃっていただいているとおり、大

阪府の指導と協力というものは当然仰いで

いきたい、仰いでいっておりますし、仰い

でおります。 
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  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  町長は原則は施設処理場やけども、オン

サイトもあり得るみたいな答弁でありまし

たんですが、処理するのに、やっぱり処理

施設でやると、費用的にはキロは何ぼみた

いな話になるんですけど、オンサイトにな

ると、やっぱり私も産廃業者にいろいろ当

たって聞いてみたんですけども、値段があ

ってないと。３億円から４億円、７億円か

ら８億円みたいなことを言って、全然言い

値がわからんというような状況ですので、

これから積極的にいろいろなことをやって

いく中では、やっぱりそのデータ、情報デ

ータも見ながら、やはり年内、４年のうち

にやるように、鋭意、スピードを持ってや

ってほしいと思います。それこそ、いつや

るのか、今でしょ、ということですわ。そ

ういうことで積極的にこれから進めていた

だきたいと思います。 

  それから、住環境問題の中で、空き家・

空き地の対策、これは私は今までずっと長

年言ってきたんですけども、状況はどうな

ってます。特に希望ヶ丘の５丁目の空き地

です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  希望ヶ丘の件につきましては、何遍も相

手さんのほうには連絡をとるようにしてお

るとこなんですけども、なかなか連絡がと

れないという状況でございます。 

  本人さんのほうには指導する旨の通知等

は、管理人を通じましてお渡ししていると

いう状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  何を言うてはりますねん。もう私、何回

も本人さんと町が会うてるの、聞いてます。

でも動かない。だから環境保全条例に罰則

を設けなさいと。きのうの答弁ではできま

せんと。何でできないんですか。ほかのと

こで罰則規定設けてるんです。どこに設け

られない理由があるんですか。答えてくだ

さい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  今の案件だけを取り上げましても、それ

で、それを目的においてここで罰則を設け

るというのは、ちょっといろいろ問題があ

るかなと思っておりますので、検討を十分

していかないと、ここで罰則を設けるとい

うのは難しいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  検討の期間を与えたわけですよ。何を検

討したんですか。それと、空き地の部分の

とこだけに罰則規定を設けたらええんです

よ。最終的には町長の判断にしたらよろし

いんです。何が緑が豊かです。住環境をあ

れすると言うた豊能町やったら、そんなこ

とぐらいできんでどうするんですか。他の

市町村に先駆けて、そういうものはきちっ

とやらないかんですよ。でしょう。人と緑

が輝くまち。教育のほうは頑張ってくれて

ます。子どもはみんなで育てよう。その住
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環境が悪かったら何もならんでしょう。だ

からみんなで、やっぱり横の連携もとりな

がら、自分のこととして考えていかんとだ

めですよ。基本的に、やっぱり行政改革も

そうですけど、やっぱりお互いの、町長は

協働言うてるけども、一番最初に協働せな

あかんのは職員との協働ですわ。今、言う

てるこの協働は、協力して働くってる書く

んですよ。自分のない部分を補完しながら

協力するのが協働ですわ。お互いに行政の

中で各セクション、町長と職員、それはお

互いにない部分を補完し合いながらいいま

ちをつくるために協力体制をとらないかん。

うちの部は関係ないとか、そんな話はもう

これからは通用しない。だからこれからこ

の豊能町というのは、何もないまちやけど、

幸いにも教育のまちとして。やっぱり私も

府Ｐの会長してますけども、会長とこすご

いですねって言われてますんや。それだけ

やってるんや。だからもっとそれをアピー

ルする形で、一丸となって、全庁挙げてや

らなあかんことですよ。横の連携もとらな

い、もう縦割り行政はもうないんですよ。

横の連携をきちっとして、お互いに切磋琢

磨して、やっぱりまちづくりを進めていか

ないかんと。だからこれから町長も、もっ

と迅速、丁寧にスピード感を持ってやって

もらうことをお願いいたしまして、一般質

問を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、緑豊クラブの一般質問を終わり

ます。 

  次に、日本共産党の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  高尾靖子議員を指名いたします。着席願

います。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  議長の御指名を受けましたので、日本共

産党の高尾靖子、一般質問させていただき

ます。 

  昨日から質問も出ている件もございます

けれども、再度私のほうから質問させてい

ただきますので、丁寧な御答弁をいただき

ますよう、よろしくお願いいたします。 

  それでは通告順に質問させていただきま

す。 

  町政、財政健全化についてでございます。

その一つ目ですけれども、町長は３月議会

で、財政再建計画を踏まえて健全化策を進

める必要があるとの考えを示されて、財政

推計を出されていきました。その中で具体

的な計画の推進状況などはあるのか。きの

うは企業誘致するようなお話もございまし

たけども、もっと、それは今までにも誘致

してきたんですけれども、なかなか誘致の

条件が整わないうことで撤退してきたとい

う、その状況はもう、よう御存じだと思う

んですけども、昨日は改めてそのようなこ

とを述べられたので、今、その計画をどの

ような日程といいますか、計画ですね。時

期的な計画。もう既にやられてるんだと思

うんですけれども、それはいつまで、そう

いう形をとっていかれるのか、まずお聞き

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、企業誘致の件も含めて、財政の健全

化策はどうなのかという御質問であったと

いうふうに思います。ことしの３月に議員

の皆様にも財政再建計画の進捗状況をお示

しさせていただきまして、２５億円の効果

額目標で、平成２６年度末まで取り組んで

おるという最中でございますけども、３月

時点の効果額は２２億8,７００万円という
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ことで、あとさらに２億1,３００万円以上

の収支改善の努力をしなければならないと

いうことを申し上げたところでございます。

それを受けてということではございません

けども、ことしの４月から財政再建推進室、

私が室長でございますが、そのもとで新た

な財政再建計画をつくろうということで取

り組みを進めているところでございます。 

  議員は、企業誘致もそこに入っていると

いうふうな御指摘でございますけども、

我々は歳出の削減、それから歳入の確保と

いう面から町の活性化ということも含めて、

検討していきたいというふうに思っており

ます。時期的には、きのうも若干申し上げ

ましたが、本年の１２月をめどに議員の皆

様、住民の皆様にお示しできるように取り

組みをしているという状況でございます。

よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  それでは、企業誘致とは別ということで

ございますけれども、この平成２５年度の

予算を見ましても、そういうふうに２億何

千万円ですか。削減になっている状況の中

で、それをどうカバーしていくのかという

のが見えてきてないわけですよね。その４

年間におきまして、町長は、このままいき

ますと、任期１期の間にそれをどのように

回復していくと。このままでずっといきま

すと、税収は削減する一方、削減されてる

一方で、削減というか減っている一方です

ので、状況としてはやはり赤字再建団体に

陥ってしまうという方向に行くのではない

かと思いますけれども、その点のスタンス

はどのようにお考えなのかお聞かせくださ

い。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほども総務部長から話ありましたよう

に、財政再建推進室において、今後どうい

った形で進めていくのかというようなこと

を検討しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  御自身の計画は、そこの場ではまだ打ち

出されてないということで、推進室で検討

されてるいう、検討されていくということ

なんですね。（発言する者あり）それでよ

ろしいですか。確認します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  はい。それで検討しておるところでござ

います。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  これ以上の答弁は前向きなことにはなら

ないかなと思います。 

  それでは次にきます。町長は、これは月

に１回されていたのか、ちょっとあれです

けど、行政連絡協議員の方と連絡をとって

会議重ねておられると思うんですけれども、

今の町行政、財政ですね。人口減少。こう

いう課題などを説明されてきたと思うんで

すけど、所信表明で示している住民との協

働という、先ほどもともに働くとありまし

たけど、これは協力し合って、ともにまち

づくりをしていっていただくということを、
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私思ってるんですけど、どのように、その

会議の中でもそのようなことを進められて

いるのか、話し合われているのか、まずお

聞かせ願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  行政連絡協議員の会議のことでございま

すが、町の財政状況の現状につきましては、

この行政連絡協議員会議に限らず、機会あ

るごとに町の現状の説明をしております。

また務めております。 

  協働とは非常に定義が難しい言葉だと考

えます。まずは町民の方に、住民の方に町

の現状を理解していただき、財政状況も含

めてでございますが、住民である我々、人

たち、人それぞれが、何が町にできるかと

いうことを考えていただく、まずそこが出

発点かなと考えております。 

  お尋ねのタウンミーティングのことでご

ざいますが、まずは社会福祉協議会を中心

に、地域福祉の推進に努められております

地区福祉・・・。 

○議長（福岡邦彬君） 

  タウンミーティング聞いてないんですけ

ど。申しわけありませんな。オーバーコミ

ットでっか。どうぞ。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  先どりしていただいたので、質問時間が

ちょっとでも短くなるかなと思いましたけ

ど。 

  されてると、協議会の中で説明されてる

ということでございますけれども、町長は

所信表明で、職員と一丸となって住民の期

待に応え、信頼できる町政とオール豊能一

体感の協働のまちづくりを協力して運営し

ていきたいと、このような方針を打ち出さ

れております。そういうもとで、その中で

協議会の１４自治会からの協力を得られる

ような明るいニュースがあるのかどうか。

その点お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  失礼いたしました。タウンミーティング

のところにお答えさせていただきますが、

先ほど申しましたとおり、まずは町の状況

を理解していただいて、何がどんな状況に

なっており、何ができるのかということを

考えていただく。それがまず第一歩だと考

えております。 

  御指摘のタウンミーティングでございま

すが・・・。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩します。 

（午前１０時２１分 休憩） 

（午前１０時２２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  住民との協働ということで、今お話あり

ましたけれども、要は１４自治会との話で

すけれども、これから、要はこれから前向

いて、当然そういうことについては検討し

ていきます。これまでも意見交換はしてお

りましたけれども、これからも引き続きそ

ういった形の前向きの意見交換というのは

していきたいと思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 
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  お静かに願います。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  自治会長さんも新しい方、また経験され

て十分いろいろな意見も持っておられる方、

いろいろおられるわけですけれども、やは

りそうした経験されている方の意見聞くい

うことも、本当に力となると思いますので、

その点はぜひ進めていかれたらいいと思い

ますし。 

  次、タウンミーティングいうことで町長

にお聞きしたいと思うんですけれども、タ

ウンミーティングの実施をするということ

で、３月議会にはその検討をしていくとい

うことと、住民の意見を間近に、直接に聞

いて、そのタウンミーティングは非常に有

効な手法と。それと行政運営の参考になる

から検討したいというふうに答弁されてお

りますけれども、そういうような計画はさ

れているんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まずタウンミーティングの一つ大きな目

的といたしましては、やはり住民の皆様と

ともに協働でこのまちをつくっていくとい

うようなことは一つの大きな目標だと私は

考えております。そういった意味から、ま

ずは、特にその協働ということで、いろい

ろ御尽力いただいております、その地区福

祉委員会ですね。そちらを中心にまずはタ

ウンミーティングを今後実施していって、

いきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  タウンミーティングもいろいろございま

すけれども、地区福祉委員会ということで

あれば、今、少子高齢化。そういうもとで、

またそれなりのまちづくりの重要な問題も

出てくると思いますけれども、そこで十分

に論議されて、本当のまちづくり、参画す

るいうことでの協働のまちづくりですね。

町民の皆さんがいかに町政に関心を持って、

自分のまちをよくするために協力していた

だけるかどうかと、そういうところが一番

大切だと私は考えていますので、ぜひ、こ

の運営方針にもありましたようなことを、

やはり積極的に進めていっていただきたい

と思っております。 

  それでは、その御答弁いただいておりま

すので、次にいきます。 

  吉川支所の改修計画のことも先日出まし

た。私は、改修計画は、耐震性がもう問題

となっておりますので、この際、改修の基

本的な設計事業ですか。そういうことを考

えておられる予算がつけられておりますの

で、この際、旧吉川幼稚園のことも含めて、

ここを共通した有効活用をやっぱりしてい

くべきではないかというふうに思っており

ますが、その吉川幼稚園の有効活用も含め

た改修というようなお考えはありませんか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  吉川支所の改修のことでございます。ま

ず吉川支所につきましては、耐震化をする

のか建てかえするのかということで、３月

議会で予算をお認めいただきまして、現在

その業務に向かって検討を進めているとこ

ろでございますけども、議員おっしゃる旧

吉川幼稚園の活用ということでございます

が、御存じのとおり、あの旧吉川幼稚園も

耐震化ができていない。あれを使おうとす
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ると、やっぱり耐震化の工事、それから全

面的なフロアの工事とか。トイレも子ども

用が大部分ですので、トイレの大規模な改

修などなど、かなりの改修工事が必要とな

るということで、費用も莫大なものになる

のではないかなというふうに思われますか

ら、今のところは、旧吉川幼稚園を吉川支

所と一緒に改修する、活用するという計画

はないというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今、３月の補正予算で、元気交付金とい

うのが耐震性、エレベーター、エスカレー

ター、そういうものにも使えるというふう

に、国のほうの資料を見ましたらわかって

おるんですけれども、そういう活用ですね。

今、きのうもおっしゃってたんですけども、

交付金の活用を徹底的に、町として、やは

りどういうものがお金を少しでも削減でき

る内容でできるかと、そういうところにや

はり力を入れて、一丸となって交付金の活

用というところをやるべきだと思うんです

ね。それが今さっき内田総務部長がおっし

ゃったことだと思うんですね。企業の誘致

ではなく、歳出歳入のそのバランス。そう

いうところをおっしゃっていると思うんで

すけど、このこのところにおきましても、

やはり国の交付金を使っての、少しでも持

ち出しを少なくして、きちっと整備してい

くと、そういうところはどのようにお考え

なのかお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  国の交付金の活用でございますけども、

それは常々私どもを念頭に置いて、国、府、

その他各種の補助金、助成金、もらえるも

のはもらおうということで取り組んでおる

ところでございますので。取り組んでおっ

てもどうしても該当しないというのも多々

あるのは実情でございまして、とりにいっ

てもとれないという現実はございますけど

も、なるべくとれるように最大限頑張って

いるというふうに思っております。よろし

くお願いいたします。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  とれるものはとれるということで、力を

入れていただいているんだと信じますけれ

ども、取れるものはとれるというだけの話

では、結局そういう説明会において、どれ

だけ豊能町として、やはり力を込めて説得

力のある説明を持っておっしゃっているの

かというところ、私は見えませんけれども、

実際、該当しないことが本当に多かったの

か、多いのか。今までいろいろとそういう

対策をとってきたと。できるだけもらうも

のはもらうというふうにおっしゃっている

のであれば、該当するものは、じゃあ今ま

でどれぐらいあって、今頼んできたものは

該当しないいうのがどれだけあったのか。

ちょっと納得させていただきたい。納得で

きるようなことをちょっとおっしゃってい

ただかないと。国では相当力を入れて、元

気交付金で、それこそ全国にもばらまいて

るというか、みんな使ってくださいいうこ

とで言われてきてるので、その点のことに

ついてお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  実際、交付金獲得に努力したのかという
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ようなところでございます。 

  実際に努力をして、ついたものはもう３

月議会で補正予算としてお示しをさせてい

ただいたので、あれはあのとおりでござい

ますけども、それ以外にも御存じのとおり

中央公民館の耐震性危ういとか、あとはふ

れあい文化センターがどうなのかとか、老

人いこいの家、それから永寿荘、それから

この本庁もそうですし、吉川支所もそうで

す。そのような老朽化している建物とか、

耐震化が必要ではないかという建物たくさ

んございます。そういうものについては何

とか今回の補正予算でできないかと思いま

したけども、今回の国の補正予算には、今

申し上げたようなメニューはなかったとい

うようなところでございました。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。教育委員会もお願いし

ます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  私も教育委員会の施設というような、こ

の豊能町が持っている施設の数数多くを抱

えておりますが、これまでの取り組みとし

ては、平成２３年度までは耐震化工事のほ

うにちょっと集中しておったところなんで

すけれども、それ以後、やはり建物が老朽

化に伴ってあちこちふぐあいが出てきてお

りまして、そのふぐあいの補修に昨年まで

追われていたような状態で、急に交付金と

いうようなメニューが出てきても、もとも

と改修計画というのを立ち上げられないよ

うな、手が出せてなかったような状態で、

今回もその東ときわ台小学校の大規模改修、

これももう必要となってきてる時期なんで

すけれども、設計のほうは何とか今年度対

処させていただくところなんですけれども、

工事費を見積もるだけの十分な準備ができ

てなかったというところで、今後、そのほ

か吉川小学校もございますし、老朽化対策、

それからプール、それから耐震化でもその

非構造部材の耐震化、そのあたりの計画の

方を順次組んでいって、交付金それから町

の財政事情考慮しながら、計画的に進めて

いく、基本的な計画というのを持ち合わせ

てなくて、その都度対処でしたので、改め

て取り組みたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  こうした国の交付金を、年度、年度で変

わってくるものと思いますけれども、こう

した補助金、交付金のところをいち早く着

目して取りかかれるようなことをやっぱり

していかないと、なかなか間に合わない。

基本設定設計をして出さないけないとか、

そういう問題もあるでしょうけれども、や

っぱり速く取りかかれば、３月議会でもあ

りました、箕面市さんのように何十億円、

池田市でも何十億円いうふうな交付金をと

ってました。いろいろな問題を、確かに取

りかかりによってやっぱり違うと思います。

やはり小さな町ほどそれだけ力入れて、や

っぱりやっていかないといけないんじゃな

いかと思いますので、その点力入れて進め

ていっていただきたいと思います。 

  それでは次にいきます。 

  防災・減災計画の策定について、順次進

めているという先日も御答弁ありましたけ

れども、新たな南海トラフ地震についての

見直しなどが言われてきておりまして、そ

の点新しく、内閣府、５月３１日に、女性

に配慮した防災対策の指針を発表しており

ます。自治体の地域防災対策計画に反映す
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るようにいうことで計画を盛り込むように

言ってますが、その点も踏まえて取り組む

内容になってきているのか。これは５月３

１日のことですけれども、そうした新しい

ものにきちっと着目して取りかかるという

ことが大事だということなんですが、その

点いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  防災計画の件でございます。 

  地域防災計画、ただいま見直しの作業と

いうことで予算もつけていただきまして、

取り組みを進めているところでございます

けども、大阪府におきましては、東日本大

震災が起きまして、それ以降の国の動きを

踏まえて、平成２４年の３月に大阪府の地

域防災計画を修正をされたというところで

ございます。さらに大阪府におきましては、

現在国から示されました、今、議員もおっ

しゃいましたけども、南海トラフ地震によ

る被害想定等に基づきまして、津波のシミ

ュレーションとか被害の想定を実施しまし

て、その結果に基づいて防災計画を見直す

ように、地域防災計画の修正を進めている

というところであると聞いておりまして、

ことし中には大阪府でも取りまとめられる

というふうに聞いているところでございま

す。 

  本町におきましても、これら国の動き、

それから府のそういう地域防災計画の修正

の状況等を踏まえまして、地域防災計画の

見直しを行うと。また被害想定等も府から

示されますので、それも踏まえて地域防災

計画を見直すということで、実効性のある

ものにしていきたいというふうに考えてお

ります。 

  大阪府の被害想定が１２月末までには示

されるということでございますので、今の

ところはその取りかかるまでの準備作業を

進めているというところでございます。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  国、府のそういう計画の見直しについて、

豊能町としてどういうものがあるかと。今、

示されました国の新たな追加の対策につい

ても、豊能町としての、どういうふうに計

画していったらいいかいうのを、やはりま

ずきちっと整えていっておくいうことが、

早く整備されていくということのことだと

思いますので、その点、準備万端でお願い

したいと思います。よろしくお願いします。 

  じゃあその次、福祉と暮らしの問題につ

いていきます。 

  光風台駅前エスカレーター更新の計画に

ついてですけれども、これは豊能町の西地

域については、本当に住民の足、通勤・通

学の足としての重要な案件として、今まで

私もこの問題として取り上げてきたんです

けれども、平成３１年度までの期間にはメ

ンテナンスができるということで進められ

てきておりますけれども、昨日、町長が答

弁された件につきまして、白紙に戻すとい

うふうな答弁がされたと私はとりましたし、

その点ちょっと確認させていただきます。

エスカレーターの更新計画は白紙に戻して

どうされるのか、その点お聞きしたいと思

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  エスカレーターの更新につきまして、改

めて私の考えを申し上げますけれども、光
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風台駅前の移動の確保、利便性の向上につ

きましては、３月議会で申し上げ、検討会

議の一定の結論でもありますエスカレータ

ーの更新という方向では当然考えておりま

す。ですので、白紙に戻すという意味では

全くございません。また、本会議でも御審

議いただき、その方向で予算のお認めもい

ただいた方向ですので、それにつきまして

はまことにありがとうございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩します。きのうの議事録を起こ

してください。ちょっと時間かかりますの

で、午前１１時まで休憩します。 

（午前１０時４１分 休憩） 

（午前１１時２５分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  先ほどの高尾議員の質問に対して、町長

の答弁が若干というよりも根幹の部分にお

いて、昨日の平井議員並びに秋元議員の答

弁と大きく違っておりましたので、事務局

にお願いして、昨日の記録を起こさせまし

て、これを事務局から報告させます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  乾議会事務局長。 

○議会事務局長（乾 利昭君） 

  議会事務局長、乾でございます。 

  それでは、昨日の秋元議員の、光風台駅

前、ときわ台駅前のバリアフリーについて

の質問の中でございますけれども、秋元議

員の質問の中で、「平井議員の最後の答弁

の中で、私の取り違えがあったのか。」と

いうような確認の質問がございました。こ

れに対して町長の答弁でございますけれど

も、「光風台駅前エスカレーター改修につ

きましてでございますが、光風台駅前の高

低差、移動できる手段について何があるか

と考えて、使用される住民の皆様にとって

優しく、納得していただけるものは何か、

と考えて、エスカレーターがマッチしたも

のであればエスカレーターの改修を行って

いきたいと。」これはちょっと要点という

ふうに御理解いただきたいと思います。 

  それから、それに対して、また続いて秋

元議員が、「結論は、エスカレーターにな

るのかエレベーターになるのかわからない

というニュアンスに聞こえましたが、よろ

しいですか。」という質問に対しまして、

町長の答弁が、「使用される住民の皆様に

とって優しく、納得していただけるものと

いうことで考えたい。この中で当然、今、

エスカレーターを使ってはるということ。

エスカレーターがよいのであれば、当然エ

スカレーターということで考えていきたい。

ですから、住民の皆様にとって何がよいか

という視点で考えてまいりたい。」という

答弁でございました。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上の答弁でございました。 

  一般質問を再開させていただきます。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  明確な答弁ということに聞こえなかった

わけで、白紙に戻されるのかというふうに

私、受けとめたんですけれども、それでは

ないということは、今の読み上げていただ

きました中では出てこないということで、

受けとめました。白紙ではないいうことを

確認できましたので、使ってないいうこと

を確認できましたので、それは取り消した

いと思いますが。 

  今の御答弁では、３月議会も言ってきた

ように、エスカレーターを進めていくと言

われたんですが、昨日の中では、今もう読

み上げていただいた中で、住民の皆さんに

とって一番いい方法ということをつけ加え

られたので、じゃあほかの方法もあるのか、
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エレベーターも、二つ考えておられるのか

というふうなニュアンスにも受けとめられ

るようなことだったと思います。だからそ

の辺で少し、もう一度町長として明確にお

答えしていただければ納得できます。お願

いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まず、昨日の話と今の話で、言葉足らず

で少し誤解を与えてしまったということに

つきましては、まずおわび申し上げます。 

  それで、まず、エスカレーターの更新に

つきましては、やはり改めましてといいま

すか、先ほどと同じなんですけれども、私

の考えを申し上げますと、光風台駅前の移

動の確保、利便性の向上につきましては、

３月議会でも申し上げたとおりでございま

して、エスカレーターの更新という方向で

考えております。また、ただ、私はエスカ

レーターでということで考えておりますが、

これから、これ費用がかかっていく話。そ

れとさまざまな意見もあったということも

ありましたので、自治会等に最終確認とい

いますか、話をして、それから私としては

エスカレーターということで進めてまいり

たいと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩します。 

（午前１１時３０分 休憩） 

（１４番・川上勲議員退席） 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  エスカレーターに関しましては、昨日、

住民の皆様にとって優しく、納得していた

だけるものを考える。その中で、当然、今、

エスカレーターを使っておられるというこ

とから、エスカレーターがいいものであれ

ばエスカレーターで考える。住民の皆様に

とって何がよいかという視点で考えていき

たいとお答えしたことは、そのとおりでご

ざいまして、午前中に議員の皆様の誤解を

招くようなことを申し上げ、議会の進行に

多大の御迷惑をおかけしたことについて深

くおわび申し上げあげます。申しわけござ

いませんでした。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  エスカレーターの件は、昨日の御答弁な

さったことでいいということで確認させて

いただきました。 

  その上で、では、検討会議はもう持たず

にそのまま進行させていかれるということ

を確認させていただきます。よろしくお願

いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほども申しましたように、住民の方の

意見を聞く場ということでございますので、

その場でまた聞いてまいりたいと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  その場で聞いてくということは、どの場

なのか。ちょっと今、よく聞こえなかった
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んですけれども。もう一度言っていただけ

ますでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まず、自治会の方にお話をしまして、そ

こでその意見も聞きながら、もし検討委員

会を再度再開するというのであれば、そう

いったこともあると思いますし、まずは自

治会の方にお話をしていきたいと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  静かに願います。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  自治会が、３月議会では自治会と継続委

員会いうのが、新光風台の方から出されて

きた要望ということで、それをもとにそこ

でのお話しされるということなんですね。

それでよろしいですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  はい。そのとおりでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  では、検討会議は持たれないということ

で確認させていただきました。 

  では次にいきます。ときわ台のバリアフ

リー化の問題なんですけれども、これは従

来出ておりますけれども、この間、駅構内

の階段で、荷物を持った女性が肩から転ぶ

いう事故を聞きました。そういうことが２

件ほど見たということも聞いておりまして、

大きな事故、けがではなかったようなんで

すけれども、やはりこれは大変問題なので

はないかと思いますので、この点、国のそ

れこそ交付金などを利用して、やはり対策

を、福祉対策として、今やるべきではない

かと思います。大きな事故が起こってから

では、これはまたいろいろな問題、補償問

題とか出てくる場合がありますので、この

点は十分重要な問題として早く取りかかっ

ていただきたいと思うんですが、交通特別

委員会も持たれますので、その中で十分論

議していただいて、早期に対策を講じてい

ただくように、これは要望としてお願いし

ておきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。バリアフリー化の問題は、

もうどこの、いろいろ施策に関しても書い

てある問題ですので、その点踏まえて、よ

ろしくお願いいたします。 

  次にいきます。国は、障害者自立支援法

の名称を変えて、障害者総合支援法にしま

した。障害を自己の責任として、家族収入

を含めて応益負担を課す仕組みはそのまま

でございますけれども、新法施行により、

衆議院を通過しておりますが、今回はこの

難病患者に対してもサービスを対象として

いくということも盛り込まれております。

そのもとで、改めてお願いするわけですけ

れども、町のホームページに、暮らしの手

帳に福祉の問題を載せておられますけれど

も、ホームページにもそのことが掲載され

ているわけですけれども、もう少し表にし

てわかりやすい表示をしていただけたら、

障害者の方にも、見てぱっと理解ができる

んじゃないかと思うんですが。見にくいと

いう声も聞いておりましてね、その点改善

をできるかどうか、そのところをお聞きし

たいと思います。お願いします。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  御指摘のホームページの件でございます

が、障害者福祉についての紹介、御案内は、

４月１５日付で更新されております。丁寧

でわかりやすいように努めたつもりのホー

ムページではございますが、先ほどの御指

摘の点も踏まえて、再度私どものほうも点

検してまいります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  私もきのう開いて見ましたら、大分詳し

くは書いてあるんですけれども、能勢町の

ほうのを開いて見ましたら、わかりやすく

表に書いて順序よく示してありまして、そ

の点すごく、ぱっと見て理解しやすいなと

思いました。それも参考にしていただいて、

ぜひ改善していただけたらと思います。そ

の点、これは要望として改善をお願いした

いと思います。 

  次にいきます。 

  教育問題なんですけども、時間がなくな

ってしまいました。生活保護の切り下げに

関することに、生活保護に向けて準要保護

の問題など、自治体のほうに援助金も任せ

るというようなことがありましたけれども、

その点についてのお考えをお聞きいたしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えします。 

  影響が及ばないように対応することとし

ておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ぜひともその点をよろしくお願いいたし

ます。 

  時間がなくなりましたので、これで高尾

靖子、共産党の質問を終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、日本共産党の一般質問を終わり

ます。 

  次に、豊政クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  竹谷勝議員を指名いたします。 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  ８番・竹谷勝です。御指名をいただきま

したので一般質問を行います。理事者の皆

さんには的確な答弁をお願いいたします。 

  ４月１日付で就任をされました中井副町

長、石塚教育長様には、これまでの豊富な

経験を生かしていただき、本町の発展並び

に教育環境の向上に御尽力をいただくこと

をお願いをしておきます。 

  質問に入ります前に、昨日から現在まで

の感想について少し述べさせていただきた

いと思います。 

  残念ながら暫時休憩がたびたびありまし

て、非常に見苦しい状況かなと思っており

ます。２点について申し上げたいと思いま

す。 

  １点目は、我々はこういった一般質問の

通告書というのを事前に提出をしておりま

す。ぜひこの機会に、事前通告の目的と意

義を再確認していただきたいと思います。 

  ２点目には、答弁に際しましてはできる

だけ一貫した答弁をしていただきますよう

にお願いしたいと思います。以上２点を要
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望させていただきます。 

  それでは、本来の一般質問に入らせてい

ただきます。通告に従って進めてまいりま

す。 

  まず、安心・安全なまちづくりについて。 

  自治体いわゆる豊能町の最大の魅力は、

何といいましても安心・安全に日常生活が

確保されることが一番大事です。そこで、

まず安心・安全について、行政の基本的な

方針、考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  大きいテーマの御質問でございます。 

  私は防災というものを所管の部長として

のお答えをさせていただきたいと思います

が、まず防災、安全・安心につきましては、

行政の力、公助というものだけではなくて、

地域住民の皆様お一人お一人の力といいま

すか、自助とか共助、これが非常に大事で

はないかなというふうに思っております。

今現在ちょうど地域防災計画の見直しの準

備作業に入っておりますけども、その防災

計画においても、やはり公助だけではなく

て自助、共助、住民の皆様が参加していた

だけるような計画、そのようなものを組み

入れて、今後取り組んでまいりたいという

ふうに思っております。 

  また今年度からは、専門的な知識、経験

を有しておられる職員の方、自衛隊のＯＢ

の方でございますけども、そのような方も

配置をしておりまして、自主防災組織、今、

活発でございますけども、そういう団体の

育成とか充実、これらも図ってまいりたい

というふうに思っております。 

  そのようなことで、地域の防災力の向上

というものが安全・安心につながるのでは

ないかなというふうな基本的な姿勢で取り

組んでおるというところでございます。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  今、内田部長のほうから、防災について

お話をいただきました。やはり安心・安全

の大前提は、やはり防災あるいは犯罪のな

いまちというのは、これはもう大前提で基

本になると思います。私は、これはもう基

本的な大前提ということで、もう少し身近

な日常生活にかかわる安心・安全について

お聞きをしておきたいと思います。 

  先般、総務省が公表いたしました、５月

１日に発表されたんですけども、その発表

によりますと、日本の人口推計が１億2,７

３０万人、そのうち６５歳以上が3,１４９

万人と公表をされておりました。これは日

本人の４人に１人が、まさに６５歳以上の

いわゆる高齢者ということです。ちなみに

豊能町においても同様に、人口減少と高齢

化社会を迎えているのが現状です。今、日

常生活の利便性を求めて、いわゆる都心へ

の回帰といいますか、越されていく方が多

くおられるようです。またそういう現象が

起こっております。私は安心・安全の大事

な点として、やはり年齢を重ねても安心を

してこの町で住み続けられることが私は最

大の安心・安全になるんじゃないかと思っ

ております。改めてそのことについてお聞

きをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  日常における安心・安全という視点とい

うことでございます。 

  日常ということになりますと、どうして

も高齢者の方にとってはより便利なところ
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というようなことで、駅近とかそういう都

会のほうへ転居なさっていくということは、

これはやむを得ないことだろうというふう

に思うわけでございますけども、やはり豊

能町内に住み続けていただくというために

は、日常の安心・安全という面では、生活

環境の維持、これが一番大切であろうと。

大きくそういう生活環境といいましてもた

くさんございますけども、やっぱりショッ

ピングストア、お買い物の便利さとか、医

療機関、こういうものの便利さ、そういう

ものを維持すると、流出を防止するという

ことが非常に大事ではないかなというふう

に思っておりますし、また豊能町内にはご

ざいませんけども、サービスつきの高齢者

住宅、このようなものも豊能町の中にあれ

ば、お年をとられても豊能町内に、自宅は

出るけども豊能町内に住んでいただけると

いうようなことができるのではないかなと

いうことで検討も開始しているところでご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  定住化といいますか、今、人口がどんど

ん減っていってるのが実態ですけれども、

私は大事なのは、若い世代の転入はもちろ

んなんですけどもね、やはりまちのイメー

ジが大事やと思いますね。よく聞きますの

は、このまちは高齢者にとって非常に住み

にくいまちやという声をよく聞きます。ま

たそれがために引っ越しされる方もいます。

こういうイメージが、ある面風評なんです

けどね。浸透してくると、若い世代がこの

豊能町を転居先候補として考えても、やは

り自分たちの将来を見たときに非常に不安

を感じるというか、そういう作用なってく

ると思いますね。そういうことを払拭して

いくことがこのまちの定住化につながって

いくのではないか。私は大きな要素やと思

います。そのためには、先ほど内田部長も

おっしゃったように、例えば車を運転でき

なくなっても、買い物あるいは金融機関、

医療機関、あるいは公共施設等々へ行ける

ような、やっぱり身近なアクセス、交通ア

クセスというか、そういうことも私は大き

な対策になってくるんじゃないかと思いま

す。また今後はそういうことをしていく必

要があると思うんですね。そういったこと

について、交通施策について、行政の考え

をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  交通の面からの安心・安全ということで

ございます。 

  現在、町全体の公共交通のあり方につき

ましては、地域公共交通会議というものが

ございまして、また交通特別委員会でも議

会のほうで御議論いただいているところで

ございますけども、来年５月、平成２６年

５月からの新しい交通体系といいますか、

そういう枠組みについて種々検討を重ねて

いるというところでございます。その検討

に当たりましては、やはり交通の利便性を

向上させるということ。それからわかりや

すいということ。それからお年寄りに優し

いというようなことを念頭に、そういう交

通ネットワークを構築していきたいという

ことを目指しておるものでございます。議

員おっしゃったとおり、その日常生活の利

便性を高めるということが安心・安全につ

ながるということは念頭に置いてやってま

いりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 
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○８番（竹谷 勝君） 

  まさに私はそこが一番大事じゃないかな

と。私もそういう年齢を若干超えてきたん

ですけどね。やはりいろいろなところで高

齢者の集いに出る機会があるんですけども、

やはりそういう声が多い。その世代を大事

にすることによって、このまちのイメージ

がアップ、若い人の転入、定着にも私はつ

ながっていくんだろうなと思っております。

そのためには、今申したように、やはりそ

ういうところに行けるような体制を、これ

はこれからまちとしてぜひつくっていって

いただきたいなと思います。 

  それで、先般我々議会として、議会報告

会というのを５月１８日に西公民館で開催

をさせていただきました。参加者は思った

より少なかったんですけども、いろいろな

意見がございまして、最後にかなり年配の

女性の方から貴重な御意見をいただきまし

た。今、豊能町の状況をいろいろな情報か

ら見ていると、非常に人口が減少してきて

おると。また、高齢化率もどんどん上がっ

ていると。一方、財政面についても非常に

厳しい情報が町報等でお知らせされている

と。自分としたらもう４０年以上この町に

住んでいるけれども、将来非常に不安を感

じると。こういうお話がありました。ぜひ

しっかりしたまちのビジョンあるいは住民

に対するメッセージをきちっと出していた

だきたいというようなお話がありました。

私ももっともだなと。非常に今このまちの

状況を象徴されてるんじゃないかなと受け

取れました。そういうことに対して、行政

の考えといいますか、方針をお聞かせいた

だきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  町のビジョンということでございますけ

れども、まさに先ほどおっしゃったように、

高齢化、人口減少とさまざまな問題があり

ます。ただこういった短所も、見方によれ

ば長所ということで、例えば高齢化という

ことでいけば、逆に時間のいっぱいある方

がいらっしゃるので、この方が中心になっ

てさまざまな活動もしていただけるという

ことも考えられます。 

  また、人口減少につきましても、例えば

少人数の学校で、学級で、きめ細やかな教

育が行えると、こういったことも考えられ

るかと思っております。ですので、こうい

う短所も長所と見ながら、じゃあ豊能町に

とってどういうビジョンが考えられるかと

いいますと、一つはやはり、非常にこれ教

育環境がすばらしいと。まさにきのう、吉

川小学校、テレビで放送していただきまし

たように、たくさんのボランティアの方が

支えながら小学生を見ていただけると。ま

さにこういったこと。それと自然環境が残

っている、かつ市内から１時間以内で来れ

ると、こういったことがございますので、

これはどんどん宣伝をしていって、子育て

層も積極的な呼び込み、また先ほど申しま

した多くの住民活動団体と連携し、生きが

いの創造や経費の削減にもつながるような

協働のまちづくり、こういったことを進め

る必要があると。それと健康寿命を延ばす

ような施策。また東西の地域の連携による

食の自給率の向上。地域ごとの防災訓練、

防災力の向上でありますとか、こういった

ことをビジョンとして進めていくことが必

要ではないかと思っております。 

  それと、住民の方へのメッセージという

ことでございますけれども、こちらにつき

ましては、当然、住民一人一人が主役とな

るまちづくりということがやはり大事だと
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思っておりますので、それと行政との協働、

こういった観点からいいますと、住民と職

員一人一人がみずから役割について自覚と

責任を持って行動するとともに進めていき

たいというふうなことをメッセージとして

伝えていきたいと思っております。また、

このまちのよさというものもたくさんござ

いますので、こういったことをまた住民の

皆様も町外の方に宣伝していただけるとあ

りがたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  町長の思いは今おっしゃいましたので、

私が申し上げるというところはもうないん

ですけども、私としてはやっぱり財政を預

かる身ということで、そういうビジョン、

メッセージ、必要であるということは十分

認識をしておりますけども、やはり厳しい

財政状況の中にあっては、限りある財源を

優先度の高いものに優先的に配分をしてい

くということで、自然環境とか文化的な遺

産、歴史的な遺産を守って、今町長が申し

上げた子育ての環境、そういうものについ

てメッセージを発していけたらなというよ

うな考えを持っているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  それでは、内田総務部長にもう１点お聞

きしたいと思います。 

  先ほど豊能町の定住化策で、高齢者に住

みにくいまちというのは、さっき私が言っ

たように、そういうふうな対策をしていた

だきたいと。 

  もう一つメッセージで、私はいつも思っ

てるんですけども、豊能町の財政、将来的

には非常に懸念もありますけれども、財政

再建という言葉を使われてるんですね。こ

れは行政用語ではこういう用語になるんか

わかりませんけども、民間企業では再建と

いうたら企業が倒産してるとか破綻してい

るとか、こういう解釈ですわ。行政用語で

は使われてしかるべきなのか知りませんけ

ども、受ける住民か、あるいは町外の人か

ら見たら、豊能町の財政は破綻してるのか

と。だけど中身見てみたら、健全財政、指

標で見ても、いずれの指標も何ら異常ない

と。私は今は健全財政やと思ってるんです

けどね。そういったこともやはり私はメッ

セージの出し方として必要じゃないかなと。

誤解を与えるようなことは、隠すことはな

いですよ。事実を知らせるということは大

事ですけどね。その辺も私は一考する必要

あるんじゃないかと思いますけども、いか

がですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  財政再建計画の名前ということでござい

ます。 

  今現在執行しております、実行しており

ます計画は財政再建計画ということで、こ

の議会の中でも次の計画を新しい財政再建

計画というような言い回しをさせていただ

いておりますが、これはあくまで仮定の仮

のことを申し上げておるわけでございまし

て、次つくる計画の名前については、まだ

決定しておらないという状況でございます。

今の議員のお言葉も参考にしながら、名前、

ネーミングについては考えてまいりたいと

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 
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○８番（竹谷 勝君） 

  名前は、名称がひとり歩きしてしまう場

合がありますので、ぜひその辺は気をつけ

て。私の案ですけども、行財政改革とか財

政の健全化維持とか、いろいろあると思う

んですけども、ぜひよろしくお願いしたい

と思います。 

  次に、学校教育について質問をさせてい

ただきます。 

  この豊能町は、御存じのように児童数が

大幅に減少しております。ちなみに、平成

２年度がピークで、特に西地域の小学校で

見てみますと、平成２年度は2,０１７人の

児童数。平成２４年のデータですけども、

平成２４年度は３小学校で５３７人という

ことで、全体で見ましたら７３％の減少率。

ちなみに、僕の近くの光風台小学校では、

もう３００人を切ったというふうに聞いて

おります。そういった状況の中で、今後ど

うしていくか。私はいろいろ選択肢がある

と思うんですけども、教育長の基本的な考

えをお聞きしたいと思います。 

  まず１点は、小学校の統廃合について、

教育長はどのような考えを持たれておるの

かお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答えさせていただきます。 

  今のところ統廃合ということに関しては、

十分に考えてない。慎重に検討していると

いう言い方になると思います。それは、小

学校、学校というのは地域社会との関係と

いうこともありますし、それぞれのその学

校の歴史でありますとか、さまざまな文化

を継承しているとこでもありますので、あ

るいはその学校において、今現在、非常に

丁寧ないい教育が行われているということ

もあります。よって、簡単に統合というこ

とについては、教育委員会とするとちょっ

と考えにくいとこである。しかしながら、

議員おっしゃったように、人口減少という

ことでございますので、そうしたことも踏

まえながら、あるいは校舎のこれからの持

ちこたえがどのぐらい持ちこたえられるか

どうかというようなことも考えながら、慎

重に私たちとしては考えていきたいと思い

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  少人数学級というのは、それによるメリ

ットもあるし、デメリットもあると。議会

の最初に教育長が、非常にきめ細やかな、

生徒数が少ないので教育されていると。私

もそのように思いますし、それは大きなメ

リットの一つやと思いますね。ただ逆に、

デメリットもあるのもたしかかなと。やは

り将来、社会へ出たときに、社会で乗り切

っていけるだけの社会教育、社会的な教育

というか、そういう観点も必要になってく

ると思いますので、私はやっぱり遠からず

こういう議論もなってくるんじゃないかと

思います。 

  ちなみに、推計というのは以前に出てる

んですけども、平成２９年、５年後ぐらい

にはかなり人数が減ると思いますので、こ

の辺も現実的に動く時期が来ると思います

ので、そういったときを備えていろいろと

知識を得ていただいたらいいかと思います。 

  それと２点目なんですけれども、私は以

前からこの一般質問でも質問をしてきてる

わけなんですけども、私、ある時点で、や

はりこういう減少時期を捉えて、小中一貫

教育という、私は小中一貫校なんですけど

もね、に踏み込んでもらったら、非常に教

育環境はよくなってくるんじゃないかった
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と思ってるんですけども、これについても

教育長のこれまでの経験を踏まえて、どう

いうお考えなのか、一貫教育に対してお持

ちなのかお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  小中一貫校、つまり学校設置という観点

なんですね。このことに関しては、現在極

めて難しいのではないかという判断をせざ

るを得ません。というのは、国による設置

基準が小学校と中学校と違ってまして、プ

ールでありますとか校庭でありますとか教

室の広さ。乗り越えればいいという議論か

もしれませんが、そういった問題。その基

準に基づいてお金が出てくるという議論が

あります。その制度上の問題。 

  それからカリキュラムの問題がございま

して、小学校と中学校では当然教える中身

が違ってきてまして、教科名も違っており

ます。すっとつながるというのはなかなか

難しい面がある。 

  それから、これは教育委員会としては何

とかしてもらいたい面ではありますけれど

も、建設コストですね。用地の確保と建設

コスト。例えば吉川中学校に小学校をオン

するとすると、それだけ候補地であります

とかが必要になる場合がありますね。そう

したことを考えますと非常に難しいのでは

ないかという思いが今いたしております。 

  しかし、議員おっしゃる一貫教育という

観点では、大変重要だと。これは子どもた

ちにとってとても重要なことだと思ってお

りますので、大いに進めたいと思っており

ます。実際には、ですから施設、完全な施

設統合型の一貫校は難しいにしても、施設

は分離してるけれども一貫教育を進めると

いう観点で大いに進めたいという意味であ

ります。 

  そこで具体的には、小学校と中学校の教

員が共同に事業研究をするとか、それから

中学校の理科の教員が小学校６年生の理科

を教えるとか、それから生徒指導もかかわ

りありますので、これは幼稚園レベルから

つなげて、子どものことをカバーしていこ

うといったような、そういった取り組みを

充実させていって、議員のおっしゃる小中

一貫教育を充実させていきたいと考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  私は、できれば施設一体型の小中一貫校

を目指して主張してきてるわけなんですけ

ども、今、教育長おっしゃったように、施

設分離型で連携型の一貫もあるというのは

僕も知ってるんですけども、それはそれで

またいろいろないいところもあると思うん

ですけど。 

  ちなみにこのまちの小学生、中学生、非

常に全国学力調査でも非常に優秀、府下で

も優秀というのがありますし、町としても

教育ナンバーワンを目指してますので、ぜ

ひそういう先進的な教育の取り組みも私は

必要じゃないかなと。私が見る限りは、こ

の児童の推計見てましたら、吉川中学校で

十分おさまっていくんじゃないかなとの感

じもしてますので、そういうことも念頭に

置きながら、今後の児童の推移を見ながら、

また教育環境の整備の面からも、ぜひ前向

きに検討をしていっていただきたいと思い

ます。再度御答弁あるようでしたら。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 
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  国の制度が、要するに小学校教育と中学

校教育をどのようにしていくかということ

によって、地方自治体としてもそのどのよ

うな取り組みをするかということが決まっ

てくるところもあります。府の教育委員会

の方向もあります。そうしたことも見きわ

めながら、今、議員のおっしゃった理念と

いいますか、機能といいますか、そういっ

たとこは大切にして進めていきたいと思っ

ております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  それでは次に入らせていただきます。 

  学校のトイレの環境整備について質問を

させていただきます。最近、トイレは、家

庭では第二のダイニングとかなんか言われ

て、非常に大切な今の子どもたちは、生ま

れたときから洋式トイレで育つ子どもが多

いのが実態だと思います。小学校に入学し

て初めて和式トイレを目にする子どもが圧

倒的に多いのではないかと思います。また

一方で、清潔志向といいますか、汚いとか、

においというのが気になるのではないかと

思います。そういうことで、本町ではちょ

っとわかりませんけども、トイレを我慢す

る子どもたちも多いのではないかなと思い

ます。子どもたちの健康面等々から、本町

の学校もやっぱり計画的にトイレの洋式化

あるいは温水便座というんですかね。ウォ

シュレットという。そういった方向に進め

ていく必要があるのではないかと。そうい

うことによっていにおいとか清潔面も解決

されると思うんですけども、そういったこ

とに対して教育委員会の考えをお伺いいた

します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  教育委員会としましては、生徒児童にと

ってのトイレの環境を整備するということ

は、これまでも御質問ございますように重

要なことと考えております。 

  まず先の取り組みでは平成２３年度に東

能勢小学校の耐震化工事の際にはトイレの

改修をさせていただいたところなんですけ

ども、やっぱりドライを取り入れて、子ど

もたちトイレのほうへ、新しいトイレのほ

うを喜んで利用してくれてるという、やっ

ぱり好評を得ておりますので、今後も大規

模改修等、小学校から順次整備をしてまい

りたいと考えております。特に小学校一年

生いうか低学年では、学校が一番苦労して

おりますのは和式便器の使い方。それから

家庭でもだんだん姿を消してますフラッシ

ュバルブの使い方。こちらのほうをまずは

教えて使っていただけるような状況ですの

で、洋式化のほうはもう緊急の課題かと考

えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  よくわかりました。ある調査というかア

ンケートの結果なんですけども、あなたは

学校でウンチをしたことがありますかとい

うようなアンケートをとられた、小学生で

す。資料としては４００少しですけども、

そのうちの４６％ぐらいが、何らかの我慢

をしたというようなアンケート結果も出て

いるようです。その理由としては、今おっ

しゃったように和式トイレは使いにくいと

か、苦手とか、においがするとか、汚いと

か。こういうことを小学生の児童が言って

るみたいです。特に先ほどありましたよう

に、こういった排せつというのは非常に大

切な部分ですので、ぜひ前向きに進めてい
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っていただきたい。先般、とある小学校を

見させていただいたんですけども、確かに

マンモス校の時代にできてるので、トイレ

の数はたくさんあります。見事に和式が並

んでますわね。１カ所だけ洋式が入ってる

と。１０％ぐらいの率かなと思います。そ

れは東能勢小学校は改装されたので違うと

思いますね。実態やと思うんですね。その

なりにきれいにされて管理もされてると思

いますけども、やはり、今、家庭でもトイ

レというのは非常に関心が高くてきれいに

されてると。我々もそういうとこ行ったら

ほっとするような状況ですので、今後も計

画的に進めていっていただきたいと。 

  それでお聞きしたいんですけども、こう

いったトイレの改修等については国庫補助

があるんじゃないかと思うんですけども。

その辺についてどうなっているのかお聞き

したいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  大規模改修ということで、エアコン等と

あわせてトイレの改修というメニューはご

ざいます。補助率は３分の１。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  そうしたら、先ほど説明がありましたよ

うに、今年度、東ときわ台小学校、大規模

改修というのが予算でも決定しましたけど

も、当然ここにはそういったトイレの改修

というのは織り込まれていると理解してい

いんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まず東ときわ台小学校の課題としまして

は外壁、それから内装、相当傷みが激しい

ものがございます。内装の設計もいたしま

すので、復旧を前提とした設計ですが、お

っしゃいますように、あそこもトイレが非

常に大きなトイレで、和式がたくさん並ん

でますので、それもあわせて設計の中には

何とか洋式化を進められるように盛り込ん

でまいりたいと考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  その補助金というのは、基本的に大規模

改修をするときにしかつかないということ

で理解していいんですかね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  補助金といたしましては大規模改修のメ

ニューの中に入ってるんですけども、トイ

レのみという大規模改修のメニューも計画

次第では可能と考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  聞くところによりますと、補助金制度も

緩和されたと、トイレの補助金は緩和され

たと聞いております。ぜひその大規模改修

だけにこだわるんじゃなしに、ほかの小学

校もあるいは中学校も改修を早くしてほし

いと思います。やはりこういったことは早

くやるというのが、豊能町の教育環境また

非常に評価につながっていくと思いますの

で、ぜひその辺進めていただきたいと思い
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ますけども、決意のほどをお願いしたいと

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まず東能勢小学校の、トイレの改修をさ

せていただいたところですが、実際経費と

してはワンフロア、男女セットで1,０００

万円という総工費がかかってしまいます。 

  決意といたしましては、できる限り早急

に、特に小学校からかえたいと考えており

ますが、町の財政事情と相談しながら、私

どもは要求してまいりたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  ぜひ教育次長の言葉を信頼をして、見守

っていきたいと思います。 

  それでは次、いじめ防止条例のことなん

ですけども、昨年、大津市でああいった不

幸な問題がありまして、大津市でも何か条

例が制定されたとか、あと全国的にも、ま

だ少ないですけども、そういう動きもある

ように聞いておりますけども、本町として

はそういった問題に対して、若干そういう

現象もあるというふうな報告あったんです

けども、今のところはどういう状況なのか。

こういう条例の制定を考えているのか、考

えていないのか。またこれにかわる何らか

の処置をされたのか、その辺をお聞かせ願

いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まずは昨年のいじめ防止の取り組みとい

うところで、各学校ごとに方法は異なりま

すが、いじめに関してのアンケートをとり

ました。それに対して、やはりいじめを訴

えている子ども目線での対応ができるよう

にというところで、いじめを認知したとき

の、このチームとしての取り組みを進めて

まいるということで手順をまとめました。 

  それから、いじめがあったのかなかった

のかというところでは、保護者からの訴え、

学校からの通報等で、対応はそれぞれ指導

主事のほうを中心として、学校と相談しな

がら対応はしてまいっておりまして、何と

か解決の方向に向いて新年度を迎えたかと

考えております。 

  条例を、まずはすぐさま制定するのかし

ないのかというところなんですけれども、

こちらのほうは私どもの取り組みも、今年

度もいじめ、未然防止の取り組みというと

ころで、いろいろな取り組み、いじめや不

登校対策会議ということを今年度も引き続

きやっておりますし、教職員の研修、これ

は早期発見、早期取り組みということで、

問題になる前にどう対処したらいいかとい

うことを、もっとさらに知識を共有してい

こうということで、まずは取り組みをして

いって、条例というのは教職員の責務であ

るとか、それからいじめた子どもたちの、

要はペナルティーを定めるような制度の条

例ですので、まずは条例を定めるまでもな

く、取り組みのほうをまず率先して進めて

まいりたいと考えております。よろしくお

願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  今、今中教育次長の答弁、私はそれで十

分、条例までするんじゃなしに、そういう

ことを徹底していただいて、やはりそうい

う事象があればは早期に発見をするという、
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みんなの意識を高める活動といいますか、

そこをしっかりやっていただいたら、私は

個人的にはそういう条例までは、僕自身は

余り考えてないので、ぜひその辺を徹底し

ていただいて、この豊能町からそういった

不幸な事象がおこらないように、日ごろの

先生方の、あるいは御父兄を含めてよろし

くお願いしたいと思います。 

  以上で私の一般質問終わります。ありが

とうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、豊政クラブの一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午後２時とさせていただきます。 

（午後１時５０分 休憩） 

（午後２時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、豊民クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

２０分とします。 

  井川佳子議員を指名いたします。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  豊民クラブ、２番・井川佳子が一般質問

をさせていただきます。通告書に従いまし

ていきますが、先般いろいろ質問も出てお

りますので、重なっている部分については

省略して進めたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

  では１番目です。在宅高齢者と外出支援

事業に関することについてであります。 

  こちらは豊能町のホームページを出しま

すと、こういう感じで紹介されておりまし

て、通称「おでかけくん」というシステム

になっています。ですがこの「おでかけく

ん」の走行距離なんですけれども、聞くと

ころによりますと１０万ｋｍを超えている

ということなんですけど、これは事実かど

うか、まずこれについて教えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  御指摘のとおりでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  たしか軽自動車ですね。某社の。１０万

ｋｍ超えているということは、かなり整備

とかもちろんきちんとされてはいらっしゃ

るとは思うんですけれども、これから買い

かえるお考えはあるのでしょうか。１台１

５０万円ぐらいと聞いてるんですけど、こ

れからの計画についてお答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  現在御指摘の「おでかけくん」は２台で

運用しております。軽自動車でございます。

この２台の「おでかけくん」の更新につい

てでございますが、１０万ｋｍは超えてい

るものの、エンジン、足回り等には問題が

なく運行ができております。今後点検や車

検を通じて、更新時期についてはその状態

で判断してまいります。また更新の時期に

ついてですが、その判断の上で、国の補正

や基金が活用できる、そういう時期にシン

クロしておるのであるならば、その制度を

活用した更新にしたいと考えます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  よかったです。もう１０万ｋｍ超えて走
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らないから制度をやめようなんて思ってい

たら大変なことですもの。国の補助があれ

ばそれを使ってちゃんと更新していきます

というお答えをいただいたので、私はすご

くうれしく思っておりますが。 

  では、これＮＰＯ法人が請け負われてま

して、実際の事業はＮＰＯ法人が進めてい

らっしゃると認識しているところなんです

けど、これについてそうなのかどうかお答

えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  御指摘のとおり、「おでかけくん」の運

行につきましては、ＮＰＯ法人のせ田里伊

能、現時点でございますが、委託をしてお

ります。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ということなんですね。豊能町在宅高齢

者等外出支援事業に関する業務というので、

仕様書なるものがございます。平成２３年

６月から平成２４年３月までの仕様書であ

りまして、ここに、業務内容が詳しく、豊

能町さんとＮＰＯ法人さんが結ばれるとき

の仕様書というのがあるんです。そこの中

にありますのは、人員及び予約、配車、運

行員の連絡等の業務を履行するために、必

要な事務所を豊能町内に設置することとな

っているのは御存じのことだともちろん思

うんです。これは守られているかどうか。

それを原課のほうでは把握されているんで

しょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほどの御指摘の、のせ田里伊能、ＮＰ

Ｏ法人のせ田里伊能でございますが、事務

所のほうはときわ台４丁目１７番地の１９

に設置されております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そのときわ台４丁目１７の１９というの

は、ローソンの隣の豊能不動産のところの

事務所という認識でよろしいですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  御指摘のとおりでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  一問一答で申しわけないです。木田生活

福祉部長はごらんになったことありますよ

ね。事務所です。済みません。木田生活福

祉部長はその場所を実際に見にいったこと

がおありになりますかということを聞いて

るんですけど。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。内部までには入って

おりませんが、外側しか見ておりませんが、

見てございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そのときの感想をお聞かせください。外
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から見てどういうふうに思われましたか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  事務をとられているのだなということ、

まことに申しわけないですが、感想という

のはそういうことでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  では、私が見にいったときは悪かったん

ですかね。私が見たときは、透明でありま

して、中に人とは見えなかったです。コピ

ーの機械はあるように見えました。でも何

回か行ってみたんですけど、いつもいない

ような気がするんですけど。申しわけあり

ません。部長が行ったときにはその事務を

とってらっしゃったっておっしゃいました

ので、人はいらしたんですね。 

○議長（福岡邦彬君） 

 井川佳子議員に申しますけど、具体的に質

問していただけますか。見た、見ないとか。

客観的な問題も踏まえて。よろしくお願い

します。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  申しわけありません。では、部長がいら

したときにはその事務所には人がいらして、

事務を遂行してらっしゃったと思われたと

いうか、見られたというか、そういう事実

はあったのですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  私が見たときには人影はなかったと存じ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そうなんです。私もいらっしゃるように

は確認してません。で、私が聞いてるのは、

ここに電話いたしますとどっか別の場所に

電話が転送されるんだということを聞いて

まして、あの事務所は本当に実体としてあ

るのかなというふうに、私自身は疑問を持

ったわけです。それを豊能町さんはどう感

じてらっしゃるのかなって私は聞きたかっ

たのです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  現時点で事務所にもしも人影が見えなか

って不在のように見えることがあると思い

ますが、不在時には、予約の電話が入れば

在籍場所に転送して対応されているという

ことになります。 

  議員御指摘の、豊能町内に事務所を置く

ということなので、不適切な部分があるの

ではないかというふうに私どものほうも考

えておりまして、今後そのことについては

改めて点検し、改正してまいりたいと考え

ております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そう思われたのであれば、そう対処して

いただきたいと思います。ありがとうござ

います。 

  私が思っているのは、要するに運行協力

員という方が、以前請け負っていたＮＰＯ

の方では８名で稼働されていたそうです。
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現在は３名になっているって聞くんですけ

ど、ここは把握されてますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  御指摘の点でございますが、３名ではな

く、現在登録は８名の実質６名でございま

す。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ６名いらっしゃるということで。人数が

というわけではありません。要するに私が

心配しているのは、利用者の方に不便をか

けるような事態になってないかという、そ

こなんですね。どういうふうに把握されて

ますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほど申し上げたように、現時点での運

行協力員は６名でございますが、現時点に

おいて予約者に不便をかけるというような

苦情がございませんので、適切に対応でき

ていると考えております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  苦情がなくてよかったです。何か、うわ

さかもしれないです。私が聞いたところに

よりますと、電話が転送されて、そして今、

出払っているのでタクシーを使ってくれと

言われるというので、そうすると２００円

券ですよね。だからすごいぞんざいに扱わ

れているような感じもするし、ちょっと、

前より不便だなというふうに感じていると

いうふうに声を聞いたので、すごく心配に

なって聞いたんですけれども、そういう点

はどういうふうに把握されているんですか

ね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほどの御指摘の件につきましては、私、

認識がありませんでして、初めてここでお

聞きしたわけですが、現場の者に対しても、

原課に対しても、再度点検し適切に対応す

るようにしてまいります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  はい。ぜひともよろしくお願いいたしま

す。 

  それで、平成２４年５月末では稼働実績

が月２５０回って聞くところなんですけど、

現在の実績数というのは把握されてますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  現時点と申しましても、若干、１週間ほ

ど前になって申しわけございませんか、前

回、平成２４年５月末では２５０回。今回

の５月２７日時点ということで、１週間ほ

ど前になりますが、申しわけないですが、

２５７回、月に２５７回なので、７回の微

増となっております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  微増でよかったです。ますます皆さんが
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便利に使えるように、どうかよく見て指導

していただきたいと思います。 

  それで、きのう、吉川小学校のすてきな

活動を拝見しまして、明るい材料として豊

能町が全国かな、関西圏かもしれないです

けど、とにかくその近隣の皆様に明るい豊

能町というのをアピールできたということ

はすごいと思います。またそれについては

また次の議員が話すとは思うんですけれど

も、私はすごくそう感じたんですね。そこ

の前にちょうどやってたんです。大津でで

すけど、介護つきタクシーというのがあり

まして、快適な旅行をということです。

「おでかけくん」というのは、御存じのと

おり、病院に行くというような、そういう

限られたお出かけであります。でも考えて

みてください。お出かけっていう意味には、

病院に行くというよりも、もうちょっとす

てきなお出かけもあってはいんではないか

と思うわけなんです。もちろん病院に行く

というのは必須でありますけれども、この

拡充ですね。今、通告書に書かせていただ

いてますように、今後そのような、ちょっ

と気持ちが明るくなるようなおでかけみた

いなのも拡充するお考えはないでしょうか。

ここでは、紹介されてたのは、介護福祉員

という方がタクシーに乗り込まれまして、

そして観光地をその方が、お出かけにとて

も難しい感じの方も、御夫婦ともども、そ

の難しい方と一緒に乗りたい御家族の方も

使えるような制度なんです。そういう、気

持ちがすごく明るくなりました。その８１

歳の方もおっしゃってましたので、このよ

うなものも、ちょっと調べたら出てくると

思うので、こういう、将来にわたりまして

拡充するお考えはありませんか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  現時点でのお出かけは、外出が困難な高

齢者及び身体障害者に対し、介護予防、健

康づくり、生きがいづくりを推進する観点

から外出支援をしております。 

  御指摘のようなタクシーに関しましては、

今後豊能町においても高齢化は進むことは

間違いありません。ですので、「おでかけ

くん」の利用も増加してまいります。その

推移を見守りながら、ニーズの的確な把握

のもとで考えてまいりたいということでご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  これからどんどんニーズがふえていきま

す。その動向をしっかり見て対応していっ

ていただきたいと思います。「おでかけく

ん」２台では少ないと思われるようでした

ら、またふやすというのもまたありだと思

うので、よろしくお願いいたします。 

  では、次いかせていただきます。 

  地域活性化についてというふうに挙げさ

せていただいておりますが、休日、公用車

を活用し、地域観光活性化を図るお考えは

ありませんかということで聞かせていただ

きたいと思います。 

  パソコンをちょっと開きますと、公用車、

カーシェアリングとかいうような名前で対

応されているところがあります。ここは大

体電気自動車を導入に当たって、そういう

環境への配慮もあるカーシェアリングなん

ですけど、現在豊能町では多分電気自動車

は導入されてなかったのではないかなと思

うので、そういうのではなくて、やはり土

日祝日、公用車があいているわけです。で

もそれを、例えば妙見口の駅のところに配

備して、レンタカーみたいな感じで使って
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いただいて、別に豊能町内だけではなく、

豊能町には隣の能勢町があります。野間の

大けやきでありますとか、すてきなレスト

ランあります。もちろん豊能町内にも石仏

でありますとか、そのレンタカーに乗って

いただければ、東や西も時間に関係なく行

っていただけるわけで、そういう、何かこ

うちょっとした工夫かどうか知りません。

大変な職員の方の努力も要るんだと思うん

ですけど、そういうちょっとした発想の転

換でこのような活性化もいかがかなと思う

んですけど、これについていかがお考えで

すか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  公用車の休日の活用でございます。 

  公用車の休日の活用につきましては、今、

議員がおっしゃったカーシェアリングも一

つの方法で、ほかに、私、調べましたとこ

ろによりますと、単なるレンタカー。議員

もレンタカーとしてということもおっしゃ

いました。それからもう一つありますのが、

公益貸出制度といいまして、住民の皆様の

公益的な活動を支援するために、役場が所

有しているトラックとか青パト、このよう

なものを貸し出すというような、大きく分

けてカーシェアリング、レンタカー、公益

貸し出しと三つあるというふうなことでご

ざいました。 

  豊能町の場合は、議員おっしゃったとお

り、電気自動車とかそういうものは導入し

ておらないので、もしもやるとしたらレン

タカーになるのかなというのは思うわけで

ございます。ただそのレンタカーとして貸

し出すということになりますと、仮にお金

をもらうとしたらその収益は見込めるとい

たしましても、一方で任意保険の掛金が、

今はもう職員専用の車ですので、別に任意

保険の掛金がいるのかなと思いますし、あ

と洗車とか清掃の手間、これは貸す側の責

任があるのかなと。借りた方が洗車清掃す

るとは思えないと。それから、貸し出しの

前後、もし傷があれば、ここ傷、車借りた

方なら御存じでしょうけど、乗る前に傷こ

こありますよと。 

○議長（福岡邦彬君） 

  簡潔にお願いします。 

○総務部長（内田 敬君） 

  済みません。そういうようないろいろの

レンタカー業としての手間が、役場の職員

としてかかってくるということなので、そ

の収益の一方コストも非常にかかるのと違

うかなということで、効果がそんなにない

のかなというふうに思います。借りる方に

とっては便利なんでしょうが、今のところ

その借りたいというようなニーズを聞いた

ことがないという状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そうなんです。すごいお手間だろうなと

は思います。でも、手間だからしないって

いうんじゃなくて、ちょっとそういうふう

な発想の転換で、少しでも豊能町を送り込

もうという。豊能だけじゃなくて能勢も一

緒になって観光のところで売り込んでいこ

うという気持ちが欲しかったので、どうか

なとか思ったんですけど、それは手間です。

でもまたまちづくりのプロジェクトという

のがあると思います。それは豊能町内だけ

ではなく、もうちょっと広げたらいろいろ

なアイデアもまた出てきますし、能勢町さ

んとの連携というのもあると思うので、ど

うか進めていってほしいと思います。よろ

しくお願いします。 
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  では次まいらせていただきます。戸知山

の有効活用についてというので、きのうも

ちらちら出てたんですけれども、以前の副

町長に聞いたところによりますと、戸知山

の活用については将来の考えに今は任せた

いということで、そのときはちょっとあれ

という感じ、ああそうなんだなというふう

に思ってまして、どうもそのころには少し

ずつ整備はされてますというのは見えてま

した。ボランティアの方たちも入れて、植

樹されておりますし、少しずつ少しずつ整

備はされてるんだろうなと思うんですけど、

これは将来町民の方に開放するような整備

を進めていってるという認識でいいのかな

と思ってお聞きしたいんですけど。そこよ

ろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  戸知山の今の管理でございます。 

  確かに議員おっしゃったとおり、桜を植

えたり、それから炭窯をつくったり、クリ

の苗を植えたり、そのようなことをしてお

ります。これはそういうものがうまくいけ

ば、保育所、幼稚園の子どもたち、学校の

子どもたちに、遠足というわけではないで

すけども、そういう学習の一環で使っても

らえたらなという思いもありますし、老人

クラブの方々もそういうところに入ってい

ただけたらなという思いもあって、そうい

う整備を続けてきているというところでご

ざいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そうです。あの山はすごくいい山です。

私も森林組合時代に何回も行ったことがあ

りまして、外から見てただけなんです。議

員になってから中に入らせていただきまし

たけれども、道路がありまして、何かサイ

クリングとかも、また手間がかかると言わ

れそうですけど、できそうですし、今ちょ

っと失礼ですけども小規模に整備を進めて

らっしゃって、そして幼稚園のお子さんや

子ども園とか小学校とかの遠足にもいいし、

また老人会の方にも来ていただいてという

お話もあるんですけど、そういう小規模も

いいんですけれども、やっぱりここをどう

やって活用していこうかと。きのうの話で

は自然公園でしたか。 

  農業公園ですか。何かそういう発想もお

ありと思うんですけれども、ではそれをい

つまでにどのような方法で進めようとされ

ているのかお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今、戸知山につきましては、ただいまプ

ロジェクトチームを立ち上げまして、その

中で短期的には住民の参加型の保全及び活

用に図っていきたいと。また中長期的には

企業の誘致を図ってまいりたいというふう

に考えているところでございます。 

  ただ、今御指摘されたように、いつまで

にというのはあるんですけども、それにつ

きましては、これは相手のある話もありま

すし、できるだけ早急にはしていきたいと

は思っておりますけれども、当面は今、住

民の方も今参加できるようなこと。例えば

昨年度でしたら、昨年度、本年度もそうな

んですけど、幼稚園とか保育所の児童によ

るシイタケ狩りなんかはしているところで

ございます。ですので、今後につきまして

は鋭意その中で検討していきながら、長期

的には、中長期的には企業の誘致なんかを
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図ってまいりたいというふうに考えていま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  今はそういうふうに使われたいというの

はよくわかったんですけど、企業誘致とな

りますと、じゃあそこからは子どもたちが

入れないのというふうに思っちゃったりす

るんです。どのような企業誘致ですか。き

のう聞いたところによりますと介護それか

ら不動産屋さん、それから太陽光のパネル

というふうに聞いてたんですけれども。そ

れとちょっと、またスパイラルに入ってい

くとちょっと怖いんですけど、どんな感じ

なんですかね。わからないです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  そちらにつきましては、今、さまざまな

ことを検討したりとか、企業に当たったり

とかしてるということで、きのう、たまた

ま、どういったものがという話があったの

で、これも企業の私は一種だと思ってるん

ですけれども、農業公園という形で収益を

上げているというところもありますので、

それを一つ紹介させていただいたと。ただ

これはあくまでもそういったものもあると

いうことで、今現在どういったものが来て

いただけるのか。こちらとして望ましいの

かいうことを検討しているところでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  以前、森林組合で、炭焼き窯の里にして

はどうかという案も持ってったことがある

んですけど、今はその一体資料はどこにい

てるのか知らないんですけれども。何かそ

ういうような発想も、豊能町だけではなく

て、そういう機関の方のアイデアというの

か、そういうのもあります。今、池田炭は

本当にすたれようとしています。あの技術

というのは一回途切れてしまうともう多分

無理ですね。今、川西と能勢と豊能町と１

軒ずつしか池田炭は焼いてないんです。そ

の技術を継承していくって本当に大変なこ

とで、すぐ１年や２年で継承できるような

ものではありません。またそういう全国的

にも有名な、菊の形をした炭なんですけど、

そういうのを絶やさないような、ただ農業

公園というだけではなくて、何かそういう、

ちょっと全国的にも注目されるようなもの

を拾っていきまして、全部がそれにならな

くていんです。ほんの一部でも。そういう

ふうに考えていっていただきたいと思いま

すし、またおもしろい家もあります。ぜひ

とも見にいきたいと思ってるんですけど、

発泡スチロールでできた家がぽこぽこぽこ

とできているようなところで、今、少しお

りますと、箕面のところですね。申しわけ

ないけどこの自然なら豊能町にもあるぞと

いうようなところですね。いい季節になり

ました。御家族の方々や、例えばお友達と

かでバーベキューしたり。でも夕方にはも

う引きあげていかれます。宿泊施設とか、

テント張るとかそういうのではないので。

それを一歩踏み込んだ活用方法だってでき

ると思うんです。今若い人はアウトドア好

きですけど、シャワーやお風呂に入るの必

須です。そういうとこで何日もいるという

のは多分、そのさっきもありました清潔志

向というのがありますので、そういう施設

をそろえつつ、周りの自然も生かして、そ
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してその池田炭なんかを取り入れてという

農業公園。私の考えと町長の考えと合うと

思いません。またちょっとそうそういうの

はちょっとお勉強していただきまして、ぜ

ひ取り組んでいただきたいと思うんです。

地域に住む者として、あそこに変な企業が

したら、私たちがっかかりです。多少不便

でも、とても鳥の声がきれい。空気がきれ

い。そういうところを選んで私たちがここ

に住んでます。だからそれをなるべく壊さ

ない、マッチするようなものを考えていた

だきたいんです。それが町の活性化あるい

は雇用を生むということになったら、これ

はもうすごいことだと思うんですよ。そう

いう農業公園っていいますと、いろいろな

人手が要ると思うんですね。雇用も生いま

す。一度そういう話をしたら、ああそうい

うんだったらすてきというふうな声もいた

だいてますので、ぜひとも考えていただき

たいと思います。 

  では次ですね。新名神（仮称）というふ

うに、豊能に住もうというホームページを

見ると、ここに書いてあります。御存じで

したか、豊能町はこんな町に成長していま

すというふうに書かれているんですね。何

かいいコピーですねと思ってあれなんです

けど、そこの中に、新名神（仮称）箕面イ

ンターチェンジによる利便性の向上が豊能

町はありますよと。平成３１年４月に開通

予定ですというお話。それとまた、箕面森

町の話なんですけれども、箕面森町に大学

が誘致さるという話が新聞に載ってました。

豊能町を取り巻く環境というのはどんどん、

どんどん変わっていこうとしてるんです。

これはどういうふうに取り込んで、この好

条件として、取り残されることはないよう

に、好条件として取り込んでいく。まちの

活性化につなげようされているのか。そこ

をお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  新名神の関係でございます。 

  新名神につきましては、箕面インターチ

ェンジ仮称でございますけども、それが豊

能町の真横にできるということでございま

して、この新名神を活用するという意味か

らも、そのインターチェンジに豊能町の名

前を何とか入れられないかというようなこ

とで、いろいろとネクスコ西日本と協議を

行ってきたんですけども、残念なことにそ

のインターチェンジの名称につきましては、

標識適正化委員会というところで確認され

て掌握されるということです。その標識適

正化委員会というのは、関係機関に協議と

か意見とかを聞くらしいんですけど、その

関係者に豊能町は入ってませんというふう

にもう言われてしまいまして、このインタ

ーチェンジに豊能町の名称を入れることは

できないという結果となってしまったとい

うところでございます。 

  それは残念なんですけども、ただ高速道

路上の案内標識がございますね。ここへお

りたらどこどこへ着きますと。そこについ

てはまだ何も決定していないので、そこに、

ここのインターチェンジおりたら豊能町に

行けると。こっちへ行ったら池田やとか、

そういうもんやったら可能かなというふう

に思っておりまして、何とか名前を売るた

めに高速道路に豊能町の前を一つ入れたい

なということで働きかけを行っていきたい

というふうに思っております。 

  また、今、議員おっしゃった履正社大学、

これも履正社大学につきましても、私と教

育委員会も一緒に大学の開設準備室のほう

に行きまして、お互いに協力して、ｗｉ

ｎ・ｗｉｎの関係で何かできませんかねと
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いうような御相談はしております。規模と

しましては、聞きましたところ、１学年１

００人程度ということで、４学年そろって

も４００人という小さい大学ということな

んですけども、うちにはシートス、ユーベ

ルホールとか、優秀な施設ございますし、

中学校においても大学、履正社大学は体育

の教職員を養成する大学らしいので、その

ような中学校とかの連携もできひんかなと

いうようなことを思っております。このよ

うな、新名神高速道路とか履正社大学のこ

ととか、そういうものを活用して、豊能町

の強みということを生かして、ＰＲ、企業

誘致を含めてできないかなと思っていると

ころでございます。以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そうです。豊能って案外知られてないで

す。どこへ行ってもです。和歌山へ行こう

と、岡山へ行こうと。私、豊能町に住んで

ます。どこって聞かれます。ああ、能勢の

隣というのが大体の感想ですよ。能勢の隣

で終わらないでほしいんです、私は。皆さ

んもそうだと思います。ぜひともこの、イ

ンターチェンジの名前は無理だったって。

でもその努力はすごく、努力したというの

はよくわかります。ですから標識に、豊能

あっちって書いてもらってほしいです。そ

のあっちへ行ったところに、さっきの話と

つながってきますけれども、そういう農業

公園があれば、あっちって書いてくれたら

みんな来てくれます。豊能ってどこだって、

もうあと何年かしたときに、私、豊能町に

住んでます、ああ、あの農業公園のあると

こねって言ってもらえるようになったらい

いな、私は思ってます。ぜひともよろしく

お願いします。 

  それと、履正社の話なんですけれども、

大学生って通いますよね。どっから通って

くるんでしょうか。千里中央からかもしれ

ません。あるいは能勢電鉄からかもしれま

せん。能勢電鉄から通ってくれると、3,０

００人、２万なんて言わせません。もちろ

ん3,０００人はクリアしても全然大丈夫で

すよというのは、よく高橋議員からもお聞

きしてますけど、でも学生、４００人です

けどね。済みません。学生が来ると、少し

は活性化するのではないか。そういう方向

にも能勢電鉄さんも、ん、というふうに思

ってくれるかもしれません。 

  ある大学の先生と御一緒することがあり

まして。僕は能勢電鉄の開発をするように

頼まれているんだよと言われたんです。実

は私の母校だったんですけど、ちょっとこ

ういう会がありまして行ったときに、ちょ

うど隣に座った先生がそうおっしゃるんで

す。動いてくださってるんですねって思っ

たんですけれども、ぜひともそういうとこ

ろにこの好機をつかまえて、前へ進んでい

っていただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

  あと３分になりました。次ですね。済み

ません。前回も出させていただいて、今ご

ろって言われるんですけれども、やはり聞

いておきたいことは聞いておきたいので聞

かせていただきますけど、トンネルの維持

管理についてでございます。平成２５年１

月３１日付で朝日新聞朝刊に、トンネル点

検なおざり。全６９２市町村マニュアルつ

くらずなんて書かれております。まず聞き

ます。この６９２市町村の中に豊能町は入

っているんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 
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  新聞の記事の数の中には入っておると思

っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  済みません。トンネル点検なおざり、全

６９２市町村マニュアルつくらずの中に豊

能町は入っているという御答弁だったんで

すね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  今おっしゃったように、その数の中に入

っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  じゃあ、技術者、財源足りず。トンネル

点検市町村後回しっていう中にも入ってる

んですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  ここに書いてあるマニュアル作成してな

い市町村ということで言ってるんですけれ

ども、私どもでは独自にマニュアルをつく

りまして、国の要領等を参考にいたしまし

て、その中でトンネルの点検はいたしてお

ります。 

  それで点検項目としましては、近接で目

視点検とか、遠望による目視点検、打音検

査、それから応急処置とか漏水量の測定と

かというものがございまして、私どもの方

では一応そういう中で必要なものをとりま

して点検はいたしております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そうです。よかったです。このままじゃ

終われないし、時間はないしという感じに

なってきてしまっているんですけど。ちゃ

んとしていただいてる。ただ、平成９年に

点検したなりといううわさです。聞くんで

すけど、それは事実じゃないですよね。平

成９年に点検したままですって言うふうに

聞いたんですけど。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  この笹子トンネルの事故がございまして

から、うちのほうで点検はいたしておりま

す。それは目視による点検でございますが、

それを全部いたしまして、ひびも何もない

というのを確認いたしております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ということで、よろしくお願いしますと

いう、適当な言葉がよくわからないですけ

れども、これからも日々点検していってい

ただきたいと思います。 

  では私の一般質問を終わらせていただき

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、岩城重義議員を指名いたします。 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  ４番・豊民クラブの岩城でございます。

議長の指名をいただきましたので、一般質
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問をさせていただきます。 

  まず、町有の遊休地についてでございま

すが、具体的にどの場所をどのように、い

かなるように活用する予定か、具体的に教

えていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  町有の遊休地でございます。活用する予

定というような決まっておるものは、実は

そんなにございませんでして、平成２５年

度当初予算でお認めいただきました旧ふれ

あい文化センター分館、これは取り壊しま

して、当面は更地として利用していくそう

いうことが一つ。それからもう一つ、これ

は今回の補正予算でお願いしておりますけ

れども、役場の横の旧双葉保育所。これに

つきましては郷土資料館を移転したいとい

う計画を持っておると。具体的な活用計画

というのは今のところそれぐらいでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  活用もいろいろあると思うんですけども、

この前の話では、売却する予定の予定地も

たくさんあるとお聞きしておりましたんで、

どこを売却するのかお教え願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、申し上げました遊休地以外の遊休地

につきましては、再度踏査をしまして、そ

れぞれ見まして、売却するものそれから有

効的に利用するもの、それからどちらにす

るにせよ境界の整理が必要なもの、もう一

つ、どちらにも適さないという４分類。売

るか、利用するか、境界の整理が必要なも

の、何もできない適さないもの、四つに分

類をしている整理中の作業中でございます。

その整理終わりましたら、売却すると位置

づけたものについて鑑定作業を行って、順

次売却をしてまいりたいというふうに思っ

ておりまして、具体的に売却予定地どこか

ということになりますと、ときわ台の駅前

の旧の社協の事務所の跡地とか、あとは光

風台の自治会の前の旧光風台消防分団の詰

所の跡地とか、その辺が候補に挙がるのか

なというようなイメージを持っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  ３月の予算で、鑑定の費用が通っておる

わけですけども、まだ鑑定に入ってないわ

けですね、そうしたら。ちょっとお聞きい

たします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  そのとおりでございまして、まだ鑑定、

どこを鑑定に出すかというのを整理中でご

ざいます。よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  それ、早う鑑定せなあかんと思うんです。

何かきのうからの話で企業誘致という話も

あるんですけども、企業誘致というならば、

土地を買うて、企業の方が何か建てるわけ

ですのでね。建てるときに、これ消費税上

がるときのうから町長おっしゃってますけ

ども、建物には消費税わかってきますので

ね。消費税がかかるまでに企業としては土
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地を欲しいというのは当たり前のことでご

ざいまして、まだ鑑定に入ってないってあ

ほな話はないと思うんですわ。もっと真面

目にやって、早く、消費税が上がる前に、

買うた人が建物建てられて、商売できると

いうふうな段取りを踏んどかんと、とても

また消費税上がってくるわ、それでどない

なりまんのや。営業の収支が計算つかんよ

うになってもたら、買うのやめよかいうこ

とになりますのでね。これは３月の議会で

予算通ってますのでね。それを今６月でま

だ放ってそのままというのは私はもっての

ほかだと思うんですけども、その辺どう考

えておられますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  鑑定の時期でございます。 

  この予算を上げさせていただいた時点か

ら、実は鑑定は年内、年度内と思っており

まして、売却は来年、来年度というスケジ

ュールで考えておりましたので、議員のお

っしゃるとおり、ゆっくり過ぎじゃないか

ということはそうかわかりませんけども、

当初の予定とおり事務は進めておるという

ことでございます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  そんなこと、悠長なこと言うて場合じゃ

ないと思うんですよ。やっぱり消費税上が

るということは大きいですよ。消費税上が

るまでにあの土地の値段確定しておかんこ

とには、商売する人は商売の予定も立てら

れへんわけです。そんな悠長なことを言う

てる場合は一個もないわけです。予算おり

たらすぐにね、そのために予算のときにも

うわかってるはずですやん。どことどこと

を鑑定しようかと。どことどこと鑑定する

ために何ぼの鑑定費用がかかんねんってわ

かって予算立てしてるはずですので、そん

なこと言うておったら、これ頓挫してしま

いますよ、また。その辺、総務部長もう一

度ちょっと改めていただけませんやろか、

考えを。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おしかりを受けておるわけでございます

けども、今、急いで手続しているところで

ございますので、そういう整理が終わり次

第鑑定に入ってまいりたいというふうに思

っております。よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  どうも私の考えとどうも違みたいで、え

らいスローペースなことでほんまに嘆いて

るわけですけども。 

  ちょっとまた違うことをお聞きしますけ

ども、売却予定地、先ほど二つだけと、二

つ考えてるとお聞きしましたけども、これ

双葉保育所の跡地は入ってないんでしょう

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  そのとおり、入っておりません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  双葉保育所、この豊能町の東地域では一

番の一等地だと私は思うんですね。その入

ってない理由はどこにあるんでしょうが。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  旧双葉保育所につきましては、先ほど冒

頭申し上げたとおり、今のところ郷土資料

館の移転先ということで補正予算をお願い

してますとおり、そういうことに使いたい

ということでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  その売却予定地というのは、やっぱり売

れやすいところを売っていくというのが本

来の考え方の基本やと私は思うんですけど、

双葉保育所なんかほんまに東地域で、この

余野地域ではほんまの一等地なんですね。

国道に面して。どっかやっぱり企業誘致の

話もいろいろ企業からあるんですけども、

一番買いやすいとこなんですね。商売しや

すい私は場所やと思います。そこが入って

ないというのはどうも私は納得いかんので

す。 

  それであと、西地域におきましても、あ

のＳ字カーブの町有地もありますわな。そ

こらもどうも頭に入ってないみたいな感じ

でね。総務部長皆ごらんになってますわな、

場所は。そこら一回、あのＳ字カーブの土

地なんかもええ土地なんでね、あこらをど

うして売却予定地に入らないのかいという

話、理由をお聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  新光風台から一庫ダムへ抜けるＳ字カー

ブ沿いの両側の平地でございます。あそこ

は市街化調整区域でございまして、建物が

建てられないというところでございますの

で、使うとしたら、そういう特別の何かが

なければ使えないというものでございます

ので、売るのはしんどいのかなというよう

なことは考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  調整区域とかそんなの関係ないんです、

売る場合は。別に調整区域でなかっても調

整区域であっても、売ることもできますし

ね。どうもそこら、あんな、せっかくええ

土地を、草刈るだけの土地に放っておくの

は、私はほんまにもったいない思うんです。

あれ、向こうのダムが見えますんでね。ダ

ム面が見えて、ダム湖が見えて、結構あれ

景色いいんですよ。調整区域、先ほど町長

がいろいろガイドラインですか。ちゃうわ、

地区計画。そんなことをずっと町長言うて

はるのに、どうも調整区域やから売却せえ

へんというのは、頭のかたいことではどう

も私はあかんと思いますので、その辺のこ

とを考えていただきたいと思います。これ

以上いうてもこれ前へ進まんと思いますの

で、あと、双葉保育所の跡地かて、やっぱ

り売っていくと。買うていただいたらそこ

で企業が来られたら、また収益が上がって

くる、固定資産税も入ってくるということ

ですんで、よう経済比較をしていただいて、

どこを売ってどうするのやということをほ

んまに真剣に考えていただきたいと思いま

す。 

  どうもこれ以上進まんと思いますので、

次にいきますけども、防犯カメラについて

ですけども、３月議会でお聞きしましたと

ころ、どうも中途半端な答えが返ってきま

したんで、もう一回、もう一度、今、大阪

府がやろうとしている取り組みについて、

どういうふうに把握してるのか説明を願い

ます。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お尋ねの大阪府のほうの防犯カメラの取

り組みでございますが、ことしの５月１日

でございますが、大阪府のほうから設置補

助金の交付要綱がまいりました。その内容

はと申しますと、従前からの拡大でござい

ました。従前は街頭犯罪の多発する駅前な

どに限定されておったわけですが、今回は

子どもや女性を犯罪から守る防犯カメラと

いうことで、市町村においても拡大する場

合には補助ですが、設置１台当たり上限１

０万円、その助成はやられることになりま

した。問題点は多々あるものの、このよう

な大阪府のほうの補助要綱が５月１日付で

なされたところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  そうしましたら、今、豊能町の、豊能町

としてはどのような取り組みを行おうとし

ているのかをお教え願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  これを受けまして、市町村独自でも、防

犯カメラを設置する場合には、自治会が設

置する場合にはという限定がありますけど

も、私どものほうもこの助成の制度を生か

して、もしも申請なさる自治会があるなら

ば、私どものほうの補助、町の助成の要綱

等、規則等を整備をいたしまして進めてま

いりたいというふうに考えております。た

だ、その場合に、自治会のほうには負担を

お願いすることになりますので、自治会の

ほうの設置の意向を確かめつつ進める、そ

ういうふうに考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  そうしましたら、この前、きのう、きょ

うのお話を総合しますと、この前自治会長

会があったということをお聞きしましたけ

ども、そこでやっぱりこのお話は説明した

わけでございましょうな。お聞きいたしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  私が所管する課では、今後１４自治会が

あるわけですけれども、アンケート等を通

して、６月中にはその回答を待ちまして、

そのように進めてまいります。なので回答

では、先ほどの自治会長会では説明はして

おりません。今度改めていたします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  これ結構大事なことなんですよね。いろ

いろ今、豊能町、たんぽぽメールもいっぱ

い入ってきて、盗難とかあるわけです。私

もこの前、所有している車１台、木代に置

いてあったやつがとられたですけどもね、

これ大事なことやから、何でこの前のその

自治会長会で説明しないのか、私ようわか

らんのですわ。やっぱりこれ住民の安心・

安全で一番、今、安心・安全のためにとり

得る一つの方策ですので、これをこの前の、

いつだったか私、自治会長会あったの知り

ませんけども、そこで説明がされてないい

うことは、これどうも怠慢ではないのかと

思いますねんけども、いかがですか。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  前回の自治会長会は４月の末でございま

した。先ほど申しましたように、要綱は５

月の１日でございました。それで改めて私

どものほう、内部決定もしなければなりま

せんし、自治会の意向も確かめた上での制

度設計でございますので、なるべく早く早

期にその意向を確かめた上で制度は進めて

まいりたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  自治会の意向というのはその次の段階じ

ゃないでしょうか。自治会に、大阪府とし

てはこれぐらいの取り組みはやろうとして

ますよと。町が言うて、それを、その次の

段階で自治会の意向が出てくるんだと私は

認識してますねんけどね。それを、こうい

うことを大阪府が取り組んでますよという

ことだけを言うといて、自治会の意向はそ

の次やと思うんです。次の段階やと。それ

を今、部長が先に自治会の意向を聞こうと

してること自体、私はどうも反対やと思う

んですけども。私の考えが間違っているん

でしょうか。お聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  自治会が設置した場合に助成をするわけ

でございますが、カメラ１台は、調べて見

ましたら、およそ５０万円ないしは６０万

円程度、大阪府の助成金はアッパーが１０

万円、私どものほうの町も１０万円。自治

会のほうの負担は３０万円ないし４０万円

残ってくるわけです。なので、そのことを

あらかじめお知らせするほうが、私として

は確かめたいと思いましたので、順序は逆

になったかもしれませんけれども、制度は、

制度設計は進めてはおりますけれども、自

治会の意向も確かめてまいりたいというこ

とでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  どうもようわからんのですけども。それ

に関しまして、豊能町としましてメリット

が結構ありますわな。中に、デメリットも

あると思うんですけども、デメリットを、

どんなデメリットがあるかということを、

今どういうふうに把握しているかをお聞き

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほど申しましたように、フレーム自身

はアッパー１０万円ですが、デメリットと

いうのもございます。それは何かというと、

大阪府のほうでは、平成２６年度以降この

助成制度があるかないかは保証しないとい

う態度でございます。一方で、市町村に対

しての市町村が助成する制度が必要になる

わけですけども、それについては数年継続

する義務を負うわけです。一方で、維持管

理につきましても、大阪府のほうは関知い

たしません。ということは、維持管理費と

それから以降の５年後、６年後の更新のこ

とについては大阪府は一切関知しません。

今年度のみの予算ということしか保証があ

りませんので、なので私は先ほど申し上げ

たように、自治会のほうの意向も確かめて

みたいと。制度設計は進めておりますけれ
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ども、その意向を受ける必要があるのでは

ないかというふうに判断しておるわけでご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  これ先ほど、部長のほうから、府が１０

万円、町が１０万円いうお話でしたけども、

これあと、全て町が持ったらいいんちゃい

ますの。今、６０万円かかるという、大体

６０万円。府が１０万円、町が１０万円。

あと自治会の負担やってね。こんなこと言

わんと、全て持ったらいいんちゃいますの、

あとの残りは。６０万円引く１０万円、府

の負担金１０万円。あと５０万円何がし、

これ持っても、私、豊能町が持つべきやと

思うんです。自治会負担を押しつけんと。

その辺のことを考えられないんでしょうか。

お聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  制度でございますが、大阪府も交付要綱

には、自治会等が負担する防犯カメラの設

置に要する費用のうち、自治体等が負担す

る防犯カメラの設置に要する費用のうち保

守費用、修理費用、電気料金等の維持管理

費用を除く費用に対し市町村が交付する補

助金の額ということでございますので、１

００％市町村が残りを持つというのは考え

られないのかなというふうに思います。な

ので、先ほど申し上げた１０万円の残り全

てを町が持つということは、難しいのかな

と思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  どうも難しいのがようわからんのですけ

ども。これ別に町独自で、府は１０万円出

してくれると。町かて１０万円出すことに

なると。これが例えば３０万円で済めば残

り１０万円ですわな。これ別に町が出して

も罰当たらんのちゃいますの、これ。町が

出すべきや思うんです、これ。自治会負担

なんか押しつけんと。これやっぱり豊能町

は安心・安全やということをアピールする

ための一つの手段やと私は思ってますので

ね。これ、法的にあかんのんかどうかお聞

きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  確かに防犯カメラの設置ということは、

豊能町にとって安全なまちづくりというこ

とで大きなメリットがあると思います。で

すからその分、公費でもって設置を進めて

いくということは大きな効果があるとは思

いますけれども、今、大阪府の補助制度そ

のものが、大阪府が補助を出していただく

その前提として、自治会等の組織が負担さ

れると。そこへ我々自治体がどのように乗

せていくのかと。ここは振り幅はあると思

います。ですから岩城議員がおっしゃって

ますように、全部持つという、これは少し

大阪府の補助制度の中では困難かなという

ふうに思いますが、町と自治会がどれぐら

いの負担をしていくのかというのは、これ

はまだ検討の余地はあるかなというふうに

思います。ですから１００％というのはち

ょっとないかなというふうに思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  １００％しても私はええんじゃないかと
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思ってますね。地元の自治会は、これ電気

代払わんと、電気代というか維持費を払っ

ていかんなんと私は思わけですわ。それな

ら振れ幅あるんやったらもう精いっぱい振

っていただく努力をしていただきたいと思

います。木田生活福祉部長、いかがでしょ

うか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  済みません。的確に答えられるかどうか

わかりませんが、割合ということでござい

ましたが、町、府、同額、残りは地元負担

というイメージでございますね。なので、

先ほどの副町長の答弁のとおりでございま

す。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  たまたま府の補助ついたから、今ここ上

げてますけども、別に府の補助なかっても

町がするべきやと私は思うんです。全て町

負担で。そんなぐあいのことを、副町長考

えられませんねやろか。お聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  府の補助もゼロで、全額町でもってやっ

てはどうかということかというふうに思い

ますので、やはり効果としてはそれぐらい

のことはあるんだろうなというふうに思い

ます。ただ、今回やはり府の補助制度がで

きたということで、やはりこれはやっぱり

最大限活用させていただきたいなというこ

と。これは特定財源の確保ということで、

活用させていただきたいなということが一

つでございます。 

  それと、実はもう従前に、府の補助制度

が制定される以前に、自治会のほうで努力

いただいて設置いただいているところもご

ざいます。そことの比較均衡ということも

ございますので、あわせてちょっと制度設

計を考えさせていただきたいなというふう

に思います。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  ぜひともお願いをいたします。どうもこ

れ以上進まんと思いますんで。私ほんまは、

今回の補正予算に上がってくるかと思った

んです。上がってくる様子もなし、次の補

正予算期待いたしますんで、お願いをいた

します。 

  それともう一つですけども、先ほど、私、

メリットを聞いたんですけども、そういう

物理的なデメリットじゃなしに、人権上の

デメリットとかそういうことをどのように

お考えをしておられますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  人権上のデメリットですけれども、ふだ

んは、私の存じておりますのは、例え記録

したとしても２週間たてば自動的に消えて

いくと。なので、その個人情報とかの面で

はもうクリアできておるということでござ

います。ただ、事件が起こったときには警

察のほうから捜査が及ぶということで協力

をする。そしてその録画を見るということ

でございます。説明になっていないかもし

れませんが、以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 
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  木田生活福祉部長、ちょっと勘違いして

おるんちゃいますか。私言うてるのは、人

権上のことで、監視社会とかということが、

監視社会、カメラに監視されてるやないか

と、我々住民がと。生活福祉部長は人権の

課も掌握されてるわけですな。そういう見

地からの私はデメリットを聞いておるわけ

です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  ごめんなさいね。監視されて問題がある。 

  いやいや、監視カメラが必要、犯罪防止

のために必要だからこそを設置する、そう

いうふうに私は認識しておるところなんで

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  内田総務部長詳しいですか。 

（発言する者あり） 

○４番（岩城重義君） 

  副町長詳しいですか。副町長のお考えを

お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  個人の肖像画のプライバシー権、個人情

報保護の観点、もしくは肖像権の関係でお

尋ねいただいてるんだろうというふうに思

います。それぞれが本人の承諾なしに使わ

れることの問題というのは、それぞれの権

利の中で規定はございます。ただ、今回そ

の防犯カメラという使途に関しては、済み

ません、ここで詳しくちょっと法的な解釈

できませんが、一定のクリアをして、今回

府も補助制度をつくっているというふうに

感じております。今、まちの中でたくさん

のカメラがあります。もしくは商用として

ストリートビューというのもございますが、

一定法的にはクリアされているというふう

に認識しているところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  よくわかりました。結構これが大事なこ

とでね、メリットもあるけどデメリットあ

んねやと。それでもやっぱり安心・安全の

ためにやっていくんやということを私はお

聞きしたかったことでございます。 

  時間の都合もありますので、次いきます

けども、男女共同参画プランについてであ

りまして、この意識アンケートを行ったい

うことですけども、このＤＶですね、俗に

いう。これ配偶者、交際相手からのＤＶだ

けを調査したんでしょうか。家庭内の家庭

内暴力のことは一切配慮なしに、子どもか

らの暴力いうことは考えずに、その調査し

たわけでしょうか。お聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  今回のプランは、御存じのとおり、配偶

者からの暴力の防止及び被害者の保護に関

する法律、配偶者暴力防止法の改正による

ものでございます。なので御指摘の、家族

の中の子どもからの暴力については、これ

の暴力の対象にはなっておりませんので、

御理解を賜りたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  それではこのプランは、それはええプラ

ンであるんですけども、基本目標第二とい

うのがありますわな、項目が。その中で、
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職場としての、この豊能町役場の現状をお

聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  豊能町内における庁舎内の現状ですね。

庁舎内では、女性の支援では、研修の機会

と男女格差が生じないように実施しており

ます。研修が男女格差が生じないように実

施しておるということでございます。また、

育児、介護休業法の改正を受けて、子ども

の看護休暇、対象家族の介護休暇などを職

員が取得できるように整備をいたしており

ます。今後は、各課内部における管理職を

はじめとする職員の意識高揚を図り、本制

度が有効に活用されることを重要と考え対

策してまいります。 

  また、職業生活と家庭生活の充実では、

ライフワーク、バランスの考え方に沿った

意識づけが行われるように、職員一人一人

の生活様式を尊重した上で、可能な限り実

生活を見直すべく、ノー残業デーなどを始

めて意識改革を図ってまいっております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  それでは今、またお聞きしますけども、

これ私から前にいてはる、このひな壇いう

か、座ってはる方ですね。これ男性ばっか

りなんですね、これ。これはたまたまそう

なってるだけのことでしょうか。お聞きい

たします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  人事についてでございます。人事につき

ましては適材適所で判断をしておるという

ことでございまして、男性である、女性で

あるということをもとに判断したこと、そ

ういう人事はやったことがございません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  それやったら安心ですけども。 

  基本的なことを今度はお聞きしますねん

けども、障害者という表記ですけどね。大

阪府のほうは、大阪府においては平仮名で

表記しておるんですけども、豊能町はもう

この漢字、「害」という漢字を使って正式

に表記するということになっているわけで

しょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  確かに大阪府では障害者の害を平仮名表

記にしております。今回ですけれども、国

のほうでも障害者総合支援法になったわけ

でございますが、その場合にも漢字が相変

わらず使われております。なので、本町と

いたしましては、平仮名に例え変えたとし

ても、障害という言葉の発祥のオリジナル

はあくまでも漢字ではなかったのか。なら

ば国のほうが漢字を使っておられますので、

私どものほうもそれに従い、まだ従前のと

おり漢字を使っておるところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  余りこだわるもんでもないんですけどね。

大阪府が平仮名使ってると。豊能町は大阪

府豊能郡豊能町いうことで、大阪府下の私

一員やと思うんです。いろいろ、たまには
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大阪府のことを、大阪府のもとやいう、い

ろいろ議会の中でも話出ますけどね。大阪

府下の一員や言うてる割には、今回は国の

表記に従うわけですね。その辺もちょっと、

もう一回お聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  表記上の問題でございますが、大阪府の

障害という害の字を平仮名に変えたという

のは、やはり「害」という漢字の持つその

イメージから、どうしても皆さんに精神的

な負担をかけないようにということが目的

であったというふうに思っております。た

だ、そのときも府内の自治体のほうに説明

があったと思いますが、だといっても恐ら

くそれぞれの自治体にその責任を課すもの

ではないと。強制をするものではないとい

う説明もあったかと思います。要は、あわ

せて説明あったのは、要は当事者に対する

配慮であるということだと思います。です

からどういう表記があったとしても、いわ

ゆるその当事者の方にどのように福祉政策

をそれぞれの自治体で行っていくのかとい

うことのほうが肝心ですよという、多分そ

ういう意味合いの御説明もあったかという

ふうに、私思っておりますけれども、私ど

もは従前の漢字での表記をさせていただい

ておりますが、まさにそういう精神的な御

負担をかけないような形で、それぞれ制度

政策は執行していきたいというふうに思っ

ておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  そういうことなら次へいきますけども。 

  このＤＶの関係ですけども、この豊能町

内に避難シェルターいうのは、あるかない

かだけでいいですけども、お聞きいたしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  豊能町内にはシェルターはございません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  先ほどの遊休地の問題にまた戻るみたい

ですけども、豊能町内にそういうシェルタ

ーをつくって、つくるというお考えはござ

いませんか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  豊能町内に、先ほど申されたシェルター

はございませんが、配偶者暴力防止法に基

づく一時保護の必要のある場合には、大阪

府内の配偶者暴力相談支援センター及び大

阪府女性相談センターと連携して対応して

おりまして、府内のどこかにシェルターは

確保されております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  それはわかるんですけども、つくる気は

ないということですね。もう一回お聞きし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  平成２４年度内、１件実績ありましたの

で、この数から考えまして、つくる必要は
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ないと考えます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  それでは次いきますけども、このプラン

から言いましたら、またこれ結構相談窓口

が大変になると思うんです。この相談窓口

の強化についてどのようにお考えかお聞き

をいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  現在の豊能町の相談体制は、二つござい

ます。一つは、大阪府総合相談交付金事業

としての総合相談でございます。二つは、

住民人権課配置の福祉相談員による相談で

ございます。強化ということでございまし

たが、私どもはこの二つの相談体制でもっ

て十分に機能を果たしておるものと考えて

おります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  それなら一安心でございますけれども。 

  続いて入札制度にいこうと思ったんです

けども、どうも時間がきたようでございま

すので、また次回に持ち越しということに

いたしまして、私の一般質問をここで終わ

らせていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午後３時３５分といたします。 

（午後３時２０分 休憩） 

（午後３時３５分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、橋本謙司議員を指名いたします。 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  １番・豊民クラブ橋本です。６月議会の

最終の質問となります。理事者におかれま

しては大変お疲れだと思いますけども、的

確でわかりやすい答弁をよろしくお願いし

ます。 

  田中町長就任から早９カ月が経過しまし

た。これまでの１２月議会、３月議会の迷

走はまだしも、本６月議会までも相変わら

ず迷走されたということは、大変残念でな

りません。年長の先輩、しかも町長に対し

て大変失礼かもわかりませんが、あえて一

言申し上げたいと思います。 

  私は小さいころから父親に、人は人のた

めに動くもんやと。だから自分は人のため

に一生懸命動くと。そうすれば人は自分の

ために動いてくれると、そう教育されてき

ました。ただその前提には、みずからが飛

び込んで行き、双方向のコミュニケーショ

ンを図る、それが必要なんだと父親から学

んできました。私自身自問自答しなければ

いけない点も多々あると思います。ただ、

昨日からの議会での町長の答弁を聞いてい

ましても、コミュニケーションの欠如がか

いま見えるといった残念なものであります。

しかも若さ、覇気、鋭さ、意気込み、どれ

も感じませんでした。これでは住民や議員

どころか職員もがっかりだと思います。せ

めて、まずは職員が町長のために頑張ろう

と、ついていこうと一致団結できる発言や

行動をしていただけることを切に願ってお

ります。 

  町長、４月から副町長、教育長、新しく

迎えられました。また部長も大半の方がか

わられたということで、ここでしっかりと

リーダーシップを、また若さを発揮して、

この町のために住民のために先頭に立って

精力的に動いていかなければいけない時期
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にもうきてると思います。豊能町のリーダ

ーとしてしっかりとした立ち居振る舞いを

していただきながら、自覚と自信を持って

行政運営に当たっていただくことをまず冒

頭にお願いをしておきます。 

  それでは、私の質問に入らせていただき

ます。 

  ちょっと通告順と異なりますが、まず医

療費助成についてお伺いします。 

  通告書では、能勢町では風疹症候群の発

症を未然防止するための風疹予防接種の費

用助成を始めているが、本町では検討して

いるのかというふうにありますが、これに

ついては通告書を出した後に報道発表され

てましたので、これについてはもう検討し

ているのかということは聞きません。その

中で、議会への説明なく、そこは余り申し

上げませんけども、早々に対応いただいた

ことというのは敬意を表します。ただこの

今回の一連の動きについては、なぜ決めら

れたのか。大阪府が２分の１の補助を決定

されたということを受けての動きなのか、

まずお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  今回の対応は、５月１３日でございます

が、大阪府のほうが、市町村はちょっと置

いておいて、まず非常事態宣言をなされ、

その中で補助制度の創設ということをまず

プレス発表されました。我々はそれを受け

てですが、５月の２０日の日に市町村担当

の者がその補助の内容の説明会を受けると

いうことになってしまいまして、なのでこ

のような対応になってしまいました。 

  それと、非常事態ということでございま

したので、本来ならば補正をお願いすると

ころでもあるんでしょうけれども、それも

何とか対応できるのではないかということ

で、５月の１３日からということで制度設

計をいたしまして実施しております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  多分日付、開始年月ですね。５月１３日

見たときに多分そうだろうというふうに思

いました。ただこれ対象と期間については

大阪府の条件に合わせたということでよろ

しいでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  そのとおりでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  これやっぱり、こういうようなことをや

るときには、よく考えていただきたいと思

います。例えばお隣の能勢町、うちよりも

若干遅かったですけども、これは平成２６

年度松末までやられています。きのう、た

またま吉川小学校のニュースを見ていたら、

同じタイミングで出てましたけども、富田

林の、これは医師会ですけども、が対象に

ついても大阪府とは違って、大阪府、豊能

町ともに今のところ、妊娠を希望される方、

また現在妊娠している女性の配偶者という

ことで、これは大阪府も豊能町も同じよう

になってますけども、富田林の医師会なん

かは男女問わず１９歳から４９歳までとい

うことにされてます。これについては近畿

初っていうことでニュースに出てました。

何でこれをやらなかったのか。どうせやる

んやったらそれぐらいやったらええんちゃ

うかなと思うし、多分そんなにないだろう



 

 3－55 

と。多分そういうような想定で議会にも説

明せずに進められたというふうに思います

けども、そのあたり、なぜそういうような

対象にしたのかということを、多分大阪府

と一緒だということをおっしゃると思いま

すけども、なぜそれを期間を延ばすだとか

対象を広げるということまで検討されなか

ったのかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  まず１点は、議員おっしゃったとおり、

大阪府の対象が９月３０日までとなってい

ること。また５月の１６日ですけれども、

たまたま集まった会議の際に、池田市、箕

面市、豊中市、吹田市でございましたが、

これらの市町村については９月３０日まで

というふうになっておりましたし、また私

どもは池田医師会の管内にあるということ

でございましたので、能勢町の動向は知っ

ておりましたけれども、まずは豊能町とし

ての判断は大阪府のとおり９月３０日とし

たものでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  そうなんですよ。多分一番楽なのはそう

です。大阪府の言うとおり９月末までやる。

しかも対象も合わせる。ただそれじゃあ先

ほどおっしゃった近隣の豊中市、箕面市に

比べて豊能町はニュースにならないですよ。

別にニュースが目的ではありません。ただ、

せっかくやるんであれば、確かに費用対効

果の面はあるでしょう。そのあたりもやっ

ぱりしっかりと検証すべきではないかとい

うふうに私自身は思ってます。この風疹の

問題については、多分過去の政府の制度移

行時の問題だとか、そのときのＰＲ不足の

問題等々あるというのは重々わかっていま

す。だからいまだこの２０代、４０代で感

染がふえているというような状況だという

ことだと思うんです。やはりこの点につい

ては、やっぱり先天性の風疹症候群と言わ

れること、こういうのはやっぱり全員に予

防することによって、そういうような胎児

といいますか、生まれてくる赤ちゃんを救

わなければいけない。できるだけそういう

ような障害が出ないようにするというよう

な対策ももとで、やっぱりこういうような

ことはしっかりとやっていくべきだと思っ

てます。だからこそ私自身は対象を、妊娠

を希望される方、また妊娠をしている方の

配偶者ということだけではなくて、やっぱ

りそこに、それはなく、例えば年齢制限、

どこの市町村も１９歳から４９歳とかやっ

てますけど、１９歳から４９歳の男女を問

わずやるというようなことをやれば、多分

この富田林がやる以前に近畿初が出てたん

じゃないかなと思っています。それは別に

ニューストピックスをつくるということだ

けが問題ではありませんけども、そういう

ようなことで、どこかがやってるから同じ

ことをするという観点ではなくて、それ以

上やるためにはどれだけの費用がかかるの

か、どれだけの効果があるのかというとこ

をやっぱりよく見るべきやというふうに思

いますけども、再度、この制度については

もう変わらないと思いますけども、そうい

った視点で今後取り組む必要があると思い

ますけども、町長どうお考えですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議員おっしゃっているとおりでございま

して、今後はそういったアピールとかも考
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えながら、費用対効果も当然考えなければ

いけないですけれども、そういったことも

勘案して制度の取り組みについては検討し

てまいりたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  何か抜けてまへんか。結構ですよ。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、何かありませんかというのは私が答

えるべきではないですけども、やっぱりそ

ういうようなことをぱっと聞いて、やっぱ

り即時に判断して、議会への対応とかいう

ようなのについても、やっぱり、今、町長

がせっかくしゃべるタイミングあったんで

すから、そういうようなことも言うという

こともやっぱり気づいていただきたいなと

思います。それはちょっと議長の意図とは

わかりませんけども。 

  そうしたら次に、教育問題について移ら

せていただきたいと思います。 

  教育関係について、石塚教育長がこちら

豊能町に、自宅まで構えて来ていただいた

ということで、非常に感謝申し上げるとこ

でございますけども、今、早といいますか、

もう２カ月がたったというようなことで、

先ほどの西岡議員の質問のときにも、この

町を見てどうかというふうなこと、いい点

を多々述べていただきました。そのあたり

を見ていただいて、今後、この豊能町に足

りないところだとか、例えばこういう可能

性があるからこういうとこを広げていくべ

きだというふうな、教育長が見ていただい

て新鮮な目でどのようにお感じになってい

るかということをまずお伺いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  午前中の西岡議員にお答えした以外にも、

小さいころからとても丁寧な対応がなされ

ている、シームレスな対応がなされている

というよさを感じております。そういった、

先に述べたよさを基づいてといいますか、

基づいて、私は前の職で障害のある子ども

の教育の制度づくりにも関与しておりまし

た。通常の学級に在籍する発達障害という

子どもたちの授業をどうするのかというこ

とも職務の一部としてやっておりましたも

んですから、そうしたことを踏まえると、

より一層いい環境を生かして、どの子もわ

かって生きる力を培えるような授業を、ど

の学校でも展開してもらいたいと思ってい

ます。 

  このごろはユニバーサルデザインという

考え方を取り入れた授業もかなり見られる

ようになりましたので、そうしたことも研

さんを積みながら指導対応していきたいと

いうふうに思っております。それが一つで

あります。 

  二つ目は社会教育という観点なんですが、

文化の程度といいますか、諸施設の充実度

も感じておりますので、できればこの地域

の歴史特性とか、あるいはその施設の特性

を生かした、ここならではの事業などがで

きないものかということを感じておりまし

て、これは教育委員会のほうとしても考え

なければならないんですが、議員の皆さん

とともに、町長もおっしゃったようにＰＲ

といいますか、この町のよさを売り出すと

いうことも含めて、何か考えていけばいい

なというふうに思っておりますので、ぜひ

とも御理解いただければありがたいなと思

います。 

  次に三つ目は、豊能町の学力はそれほど

低くないんだということを私は答弁で申し

上げましたけれども、私、安心してはなら

ないと思っております。安堵してはならな
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いと思っております。それは学校制度が変

わる時期でもありますし、それから大阪府

も学校制度を変えようとしておりますので、

この地域の子どもたちをよりよく育て上げ

るということについては、漫然としていら

れないのではないかと。いうことから、も

しそういう意識が改革がなされてないとす

れば、学校教育がなされてないとすれば、

それに対する対応を方お願いしたいし、私

もしたいというふうに思っています。 

  そういうことも含めると、私も含めた教

育委員５人でございますが、５人のあと４

人の方々の御活躍といいますか、そうした

ことも期待しながら、教育委員会の制度そ

のものが問われている時期でもありますの

で、そうしたことも踏まえながら教育委員

会として何ができるかということを最大限

進めてみたいと思っております。 

  以上でございます。ありがとうございま

した。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ありがとうございました。今おっしゃっ

た中で、その発達障害の関係の今まで携わ

ってきたんだなというふうにお聞きし、初

めて知りました。そんな中でやはり、発達

障害もさることながら、知的障害、身体障

害、いろいろな方がやっぱりいろいろな問

題を抱えながら、実際教育を受けてるとい

うような現状というのはあると思います。

その中でやはりその辺の、今、教育長が経

験されてきたこと等々も踏まえながら、や

はりそういうような障害を持った方も同じ

ように教育が受けれるというふうな、ぜひ

とも教育環境の充実に努めていただきたい

なというふうにお願いします。 

  それと、豊能町自体、私も４人の子ども

を抱えやってますけども、教育、子育てに

は本当にもってこいの環境だということを

身をもって実感しています。昨日もニュー

ステラス関西で吉川小学校の田植えの風景、

サポーターの取り組み等々紹介されていま

した。その中でも自然の中で地域の人と触

れ合いながら学べる環境っていいですねと

いうことをキャスターの方が３回ぐらいお

っしゃっていたと思います。まさしくそう

だと思うんですね。やっぱりその辺もキー

ワードだと思います。やはりそういうよう

なことをしっかりと町外にも伝えていく、

ＰＲしていくということがこれからますま

す必要ではないかなというふうに思います

ので、そのあたりもしっかりと力を入れて

やっていただきたいなと思いますので、そ

のあたりについてのお考えを再度お伺いし

ます。簡潔にお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  先ほど申しました社会教育という観点も

含めて、社会教育とそれから学校教育をつ

なげるといったようなことなどが、きのう

の吉川小学校の取り組みなど等見てますと、

そうしたこの町のよさといいますか取り組

みの特性をアピール部分できる部分はたく

さんあるんだろうと思ってますので、そう

したことはホームページを使うだとか、そ

ういうようなことを含めて取り組んでいき

たいと思っております。よろしくお願いい

たします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  私も微力ながら、みずからのフェイスブ

ック等では、そういうような豊能町を知っ

てもらう、豊能町の現状を知ってもらう、

そういうふうなニュースソースあれば載せ
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るようにしてます。そういうようなことで、

この豊能町にかかわるみんながそういうよ

うなことでやっていったら、多分徐々には

広まっていくのではないかなと思いますけ

ど、やはりそれは行政が先頭立ってそうい

うような情報発信というのはしっかりとや

っていただきたいなと思いますので、よろ

しくお願いします。 

  次に体罰問題について伺います。 

  ３月議会では残念ながら２件の体罰事案

があったというふうな御報告をいただきま

したけども、どのような体罰であったのか、

まずお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。まずどのような内容

であったのかという部分ですが、ちょっと

私の記憶も薄れておりまして、簡単に御説

明ということなんですけれども、この２件

という中身ですが、これはもうそれぞれ各

学校の教員からの、過去に体罰を行った記

憶があるかということでアンケートという

か調査をしたところ、小学校の１年担当が

１名、それから中学校１年担当が１名とい

うところで、暴力を振るうというところま

ではいってない内容なんですけれども、指

導上のところでつい手が出てしまって、た

たいてしまったという報告が２件というと

ころでございました。逆に今度は子どもた

ちから、学校から家庭のほうへ帰って、保

護者が発見した事例ということで、保護者

対象のアンケートを全小中学校で２月に実

施いたしました。こちらのほうからは特に

上がってこなくてゼロ件ということではご

ざいましたが、やはり教師みずから体罰と

自覚をしている事例がございましたので、

早速、校長さんには管理職から見た校内の

体罰の予兆があるかどうかも、こういうチ

ェックリストがございますので、それを配

って、まずは各学校を点検してほしいとい

うことで、その後、体罰防止のためのチェ

ック表ということで、教員それぞれが自己

チェックをしていただくチェック表をお渡

しして、自己点検をまずやって、反省なり

あったらまた報告くださいということだっ

たんですけれども、今現在のところでは２

件というところでとまっておる状況でござ

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今おっしゃったように、保護者からのヒ

アリング、聞き取りではゼロ件やったとい

うことで、逆に、安心してはいけないのか

もわかりませんけども、よかったなと思っ

ております。これ逆に、本来であれば教員

が２件、タイミングが違うからかもわかり

ませんけども、本来それやったら子どもか

らも２件みたいなことであれば、それは明

確なのかもわかりませんけど、これ非常に

体罰というのも、私自身推進派ではないで

すけど、やっぱりなかなかする側、される

側というか、実際指導する側、指導を受け

る側の多分気持ち的な問題、人間関係の問

題も多分多々あると思うんですよ。多分だ

からそういうような意味では、逆に子ども

たちは先生からたたかれたことを特にそこ

まで思ってなかったと、逆に愛のムチだっ

たというふうに解釈したのかなというふう

な判断もできるかなと。ただもう一方、教

員のアンケートだけではなくて、保護者か

らも聞いていただいたということで、ちょ

っと一つ安心しました。というのが、いじ

めのときはいじめを受けたことがあります

かというアンケートだけであって、それを

見たことがあるかという項目とかなかった
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ように記憶してます。やっぱりそういうよ

うなことで、このアンケートのとり方によ

っても多分出てくる事象というのは変わる

と思うので、できるだけそういうようなこ

とは事細かいアンケートなり調査表にして

ほしいなと思いますし、今さっきおっしゃ

っていただいたように、そういうふうな体

罰をしてしまったという教員からは、その

事情聴取、またそういうような、その他も

教師からもチェック表でそういうような管

理をしていただいているということで、そ

の辺は引き続き、今回そういうような問題

があったからではなくて、やはりたんびた

んび、定期的にそういうようなことはぜひ

ともしていただきたいなと思っています。

この２件、別に全然騒ぎ立てるつもりは全

くないですけども、このときに保護者への

周知等々はなかったように聞いてますけど

も、そのあたりはどういうふうに対応され

てますか。お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  こちらはまだ大阪府の教育委員会の調査

によるもので、本当に豊能町さん２件出す

んですかというところで、隠さず報告をさ

せていただいたところで、逆に学校関係の

保護者への報告というのは、今現在まだで

きていないというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ぜひ、そういうようなこと、先ほどおっ

しゃっていただいたように、多分今までは

教育現場、先ほどちらっと、ぽろっと、そ

れが適正かどうかは別にして、本当に出す

んですかって、多分今まではそうやったと

思うんです。逆にそういうようなことは包

み隠さず、問題あった事象については、や

っぱり後々知られることじゃなくて、やっ

ぱり先行してやっぱり問題のあること、問

題でもやっぱり出していくということは非

常に大事なことやと思いますので、その辺

はしっかりとやっていただくように、今後

もよろしくお願いします。 

  保護者についても、今もう大分、一時の

ことから思うと、相当体罰のことについて

は報道でもされないようになってますから、

今出すと、また何で今やねんということに

なるかもわかりませんけども、やはりそう

いうようなこともやっぱりタイムリーにや

っぱり情報を収集したその結果どうだった、

それをどうしていくということは、やっぱ

り出すことも一つ安心、教育の充実の観点

でも要ると思うので、またそれについては、

今しろとは言いませんけども、できれば今

後そういうようなタイミングがあれば、そ

ういうようなことで速い情報発信、情報提

供というのはぜひともお願いしたいなとい

うふうに思います。 

  多分これ一方で、今世間で問題になって

たのは、特に高校生の年代なのかもわかり

ませんけども、やっぱりそのクラブ活動で

もそういう体罰というのが比較的多いとい

うようなことで聞いてますけども、中学校、

小学校は多分余りないと思いますが、中学

校のそういうようなクラブ活動においての

そういう体罰というのはなかったというこ

とで、先ほどちょっと中学で１件あったと

いうことありましたけども、その辺は部活

動と関係あったのかどうかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 
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  お答えします。 

  １件の中身は、通常の生徒指導上の問題

というところで、体育の授業だったという

記憶はあるんですけれども、部活ではない

というところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  私ぐらいならば、４０代ですけども、私

ぐらいの世代のときは、クラブ活動でも平

気でたたかれたりというのはありました。

私はそれは、今振り返ってみると別によか

ったかなと思ってますけども、今の時代は

そうじゃあかんということですので、何と

も言えませんけども、ただ東能勢中学校の

クラブ活動の風景とか見てると、非常に寂

しいなと思うんですよ。それは部員が減っ

てる、そんなことじゃなくて、先生がつい

てるクラブというのが余りない。それでえ

えんかな。確かに中学生になれば自律的に

やればいいというのかもわかれへんけども、

そうじゃなくて、我々のときは、今から考

えると、土曜日、日曜日、平日の夕方関係

なく先生がずっとつきっきりでやってくれ

たんだからこそ、例えば、たたかれたって、

しばかれたって、何されようが、別にそれ

は許せたというか、僕らのためにやってく

れたんだというふうに、多分その当時は割

り切れたんだと思うんですよ。けど今は、

ばっと横見ると、確かにクラブによって、

テニスなんかは先生が１日休みでも来ては

るようなケースあります。ただ、何部とは

言いませんけども、先生が全くおらずに本

来のクラブ活動と違う、鉄棒で遊んだりと

か砂場で砂遊びしたりとか、中学生でそれ

でええんかなと。中学生だからこそ、やっ

ぱりそういう大人がしっかりついて、そう

いう規律等々もやっぱり教えるべきだと思

うし、その中で、今体罰の問題で話ししま

したけども、やっぱり一方でそのいじめの

問題もしっかりチェックできてんのかとか。

一番はやっぱりその安全管理上、ほんまに

あれでええんかというのが、僕、非常に疑

問に思ってます。そういうような観点で、

やっぱり管理体制というのは、確かに今先

生が、子どもが減り、その影響で先生も減

っている。先生１人当たりの時間もすごく

ふえている。それは十分認識してますけど、

やはり子どもを預かる身として、やっぱり

そういうような安全面、管理体制というの

はしっかりとるべきだと思いますけども、

そのあたりを今どういうふうに把握されて、

どういう今現状認識をされているかお聞き

します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  現状把握できているレベルで申しわけご

ざいませんが、まず現状でございますが、

教職員、クラブという御質問ですが、中学

校に関しては特に御質問と思いますが、部

活でございますが、そのクラブ数を少しで

も多く維持するために工夫をされておられ

まして、まず学校外とか引率の都合もたび

たび出てきますので、顧問それから副顧問

という複数名体制、場合によっては副顧問

２名という交代制をとりながら、複数名体

制ということで、御指摘いただきましたよ

うな、指導教諭が一人もいないというよう

な事態を避けるための体制はとっているん

ですけれども、どうしても、早朝練習であ

るとか土日の練習となると、やっぱりプラ

イベートなスケジュールも入ってまいりま

すので、先生が１名だけで、たまにはつい

てない時間帯もあるという事態もございま

すが、必ず二つの顧問が兼務になる、副顧



 

 3－61 

問は兼務になる可能性もあるんですけれど

も、必ず１クラブに対して複数名体制で取

り組ませていただいております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  やっぱり、これ子どもたちが一生懸命そ

ういうクラブ活動で汗を流す。これ多分中

学生の年代では以上に大事やなと思います

し、多分そういう経験というのは要ると思

います。これ体育に限らず文化部でも一緒

かもわかりません。やっぱり一つのこと、

好きなことに取り組む、それは勉強だけで

は得られないことたくさんあると思います。

そういうようなことをやっぱりしっかりと、

この教育のまち、ただ単に学力が高い、そ

んなことだけ、そんなこと言うたら失礼で

すね。それも大事ですけども、やはり一方

ではそういう体育の活動、文化の活動もし

っかりやってるというようなことも、やっ

ぱり一つの売りにできるようにしてほしい

し、頭がいいだけでは僕はだめやと思って

ます。やっぱり先ほど教育長がおっしゃっ

たように、生きる力を育むというかいうよ

うなこともあわせてやっていただくために

は、そういう文化、体育、やっぱりそうい

うようなこともしっかりやっていくべきだ

と思いますので、ぜひとも、教育長もせっ

かく来られた、来てまだ２カ月なので、ぜ

ひとも一遍学校飛び込みで行って、子ども

たちがどういう活動をしているか、どうい

う状況でしているかというのをまず一遍見

ていただきたいなと思います。多分行きま

すと言ったら準備しはるので、言わずに多

分飛び込みで、一遍現状というのを見てい

ただけたらなと思いますので、よろしくお

願いします。特に問いません。 

  それと次に、第２子以降の保育料無償化

というのを、今現在豊能町でやっていただ

いてます。非常にありがたいことだなと思

うんですけども、これの実績と評価につい

てお伺いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まず、保育所、幼稚園それぞれの体制で

御説明させていただければと思います。 

  まず幼稚園でございますが、こちらのほ

うは保育ニーズのほうが高まっている関係

かもわからないんですけども、少子化はや

っぱり相変わらず見えておりまして、西地

区の幼稚園、光幼稚園のことになるんです

が、平成２２年、合併前は２園で１５１名、

それから平成２３年の合併後１２９名、平

成２４年は１３７名と微増いたしました。

やっぱり預かりとかで、私立から来られた

というか、選択された方もあるかと思いま

す。ただ東地区につきましては、平成２２

年は７６名、平成２３年は５４名、平成２

４年は４５年と減少傾向がまだ続いており

ます。 

  保育所に関しましては、吉川保育所でご

ざいますが、平成２２年が９６名、それか

ら平成２３年が１１１名、昨年平成２４年

が１２２名ということで、増加の一途をた

どっておりまして、特にゼロ歳児から２歳

児の保育ニーズが高まっており、結果とし

て母親の就労、社会参加の機会が、３歳な

ってからというのが早まって、保育のほう

に回ってこられてるんだという判断をして

おります。 

  一方ふたば園、こちらにも保育部、保育

所部がございますが、平成２２年は４９名

明が、平成２３年は一時６０名ということ

で、増加いたしました。平成２４年は５７
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名ということで、またじりじりと減少ぎみ

になっておるというところでございます。 

  以上でございます。 

 

  そうしたらこの制度自体は、ある程度の

呼び水にはなっている。ただこれが難しい

のは、新たに入ってこられた人、例えばこ

れだけじゃないでしょうけども、こういう

ようなこともあって新たに入ってきた人の

子どもがふえてこういうふうになっている

のか、実際に通ってる保護者の方の御意見

を聞くと、もともとおった人がそのまま小

さい子を入れてるというふうなことになっ

て、余り呼び水になってないんじゃないか

というようなこともお話では聞いたことあ

ります。そのあたりの分析というのは何か

されたことあります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  入所それから入園希望者に、どういう理

由で来られたかというアンケートを、本来

ならばとったらよかったんですけども、と

れてなくて、きちっとした、お尋ねいただ

いている分析かというのは出ておらないん

ですけども、わざわざということじゃない

と思うんですけれども、保育所へ入所され

るために豊能町へ、仕事を持った方が転入

されて新たに入ってこられたというケース

は何件かお問い合わせいただいて、あきが

ありますかって言うのをお聞きしたケース

はございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  そのあたりの分析も、多分ある程度入っ

てきた人、タイミングがどんなタイミング

だったか。それがもともと既存で住んでた

人なのか新しく来た人なのかというのは、

多分わかると思うので、そのあたりもしっ

かりと分析をぜひともしていただきたいな

というふうに思います。 

  先ほどもおっしゃったように、女性の社

会進出、この本当にこれ進むようになれば

いいことだと思うし、これで逆に定住化な

り人が入ってくるということになってるの

であれば非常にいいことだと思うので、そ

のあたりもしっかりとＰＲしながらやって

いっていただきたいなというふうに思いま

す。聞くところによると、吉川保育所の２

歳児ですか、についてはもう定員いっぱい

になってるというようなことも聞いてます

んで、そのあたりについては、うちの町に

は待機児童はありませんで言いたかったと

こなんですけど、そこには一応ぎりぎり、

ちょうど、なのかな、定員。じゃあいいで

す。そういうようなことで、待機児童が本

当はないように、今後もできるだけで組ん

でいただきたいなというふうに思います。 

  次に中学給食について御質問いたします。 

  中学校給食の委託関係で、プロポーザル

の参加表明というのが５月２１日で締め切

られているというように聞いてますけども、

これの応募状況についてお伺いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  ３事業者参加表明ございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。あってよかった

ですね。きのうホームページ見ると、豊寿
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荘のボイラーについては入札なしというこ

とになってましたので、寂しい限りだなと

思ってましたけども、そういうようなこと

になってないかなってちょっと不安があっ

たので、３者ということで。その中でやは

り、このもともとあった食の安全の確保を

どうするのかということが問題あると思い

ます。これについては使っている食材の話

と、あともう一個、僕が給食の安全という

のはアレルギー問題に対しての対応、それ

もどうされるのかなというのがあって、こ

れ今、小学校では卵と牛乳ですか、につい

ては除去していると。除去をして提供して

いるケースもあるというふうに聞いてます

けども、そのあたりについて、食の安全と

いう観点で、一つは食材の話。もう一つは

アレルギーの話ということで、そういうよ

うな観点で一度お話をお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まずは食材のほうですね。こちらのほう

は、お米に関しては豊能町産とまではいか

ないかもわからん、シルク２１、ＪＡ北部

のシルク２１を使っていただくことを、ま

ずは条件というところでお願いしておりま

す。 

  それからアレルギー食への対応。学校で

は事細かに、小学校では除去をさせてもら

っているんで、事前に問い合わせがあった

ときにはお聞きしておって、以前御質問に

お答えしたときには、全くできない業者だ

ったので、お弁当で対応していただく予定

をしているということでお願いしておった

んですけれども、企画書を出してもらう段

階で、アレルギーへの対応がどこまででき

るかというような、これは業者によってば

らばらなので、できる種類が違うので、選

定の際には、やはりアレルギーができるだ

け細かに対応できるところというところを

選定の材料の一つにさせていただきたいと

思ってますので、牛乳、卵だけでなしに、

エビ類、カニ類、それからそば、それから

一番、そばとピーナッツですね。この辺が

アレルギーの反応がかなりきつく出ますの

で、対応できるかどうかというところを確

認の一つの材料とさせていただきたいと思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今聞いて、お米の話。あと多分そのほか

にもお肉とか野菜とか、そういうのもある

と思うので、そのあたりについてもぜひと

も検討いただきたいなと思います。 

  アレルギー食の件については、今、教育

次長からお話あったように、多分、牛乳、

卵はされるんだと思います。そのほかカニ、

エビ、イカ、そば、ピーナッツ、そういう

ようなことでたくさんあると思うんですね。

そんな中で、例えばお隣の箕面市なんかは、

そういうようなアレルギー物質を全て取り

除くというようなこともやっておられます。

多分これは、今話を聞くと、小学校の給食

ではなかなかそこは難しいというようなこ

とで聞いてますけども、やはり現状、今そ

ういうような子どももおられますし、アナ

フィラキシー症候群でしたかね。そういう

ようなことで命にかかわるということもあ

りますから、ぜひともそういうようなこと

も、できたら、今は中学校の問題で話しし

ましたけども、今後の学校給食という意味

では、やっぱり小学校のほうもそういうよ

うなアレルギーのできる限り除去、アレル

ギー物質を除去するというような取り組み
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も、これは過保護とかそういう問題じゃな

くて、命にかかわる問題でもありますから、

ぜひともそれについてはものによってしっ

かりと対応できるような体制づくり、確か

にここもコストがかかるので何とも言えま

せんけども、コストが比較的安価で済むの

であれば、ぜひともお願いしたいですし、

今後進めていく中学校給食については、こ

れ外注ですので、できるだけそういうよう

なことを視野に入れて、そういうようなこ

とができる業者の選定も、やっぱりそこも

高いウエートを置いていただきたいなとい

うふうに思いますけども、そのあたり再度

お伺いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  全く当初はアレルギーに対応できないと

思ってたんですけれども、例えばＡメニュ

ー、Ｂメニュー、Ｃメニューということで、

何とおりかパターン出してきてくれるとこ

ろがあれば、本当に子どもたちのためには

いいと思ってますので、選考の材料とさせ

ていただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ちょっと通告書にはまちづくりとイメー

ジキャラクターについて出してました。ち

ょっとまだ時間ちょっとあるので、イメー

ジキャラクターについてお伺いしたいと思

いますけども、６月１０日で締め切りとい

うことで、ホームページも３回か４回更新

をされてるように見ております。その中で

今の現状をまずお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  イメージキャラクターの募集、６月１０

日までということで、きのうの午後５時現

在でございますけども、応募総数は１７７

件、そのうち町内の方からが１０１件、町

外からは７６件ということです。その町外

７６件のうち大阪府外が４１件おられると

いう状況でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。そういう意味で

は企画倒れにならなくてなってなくてよか

ったなと感じてます。 

  その中でやはり今後これをやっていこう

思うと、多分町だけでは無理だし、これを

選定して決める、その過程も当然大事です

けども、それを今後どう売っていくのか。

それをどう使ってどういうふうにＰＲして

いくのかということをしっかりと、やはり

町だけじゃなくて商工会、観光協会の力も

借りながら、また地元の企業ともタイアッ

プしながら、そういうような取り組みを積

極的に取り組んでいただくことをお願いし

ておきます。 

  町長、最後になりますけど、この９月議

会には私が冒頭申し上げたことをようなこ

とがないように、しっかりとやっていただ

きますようにお願いします。終わります。

ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、豊民クラブの一般質問を終わり

ます。 

  以上で、一般質問を終わります。 

  以上をもって、本日の日程は全部終了い

たしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、６月１２日午後１時より会議を
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開きます。 

  長時間、どうも御苦労さまでございまし

た。 

 

散会 午後４時１５分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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